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大学ニュース 

 長くて寒かった冬が明けて春の兆しが見えてきまし

たこのよき日、ここに、平成26年度浜松医科大学学位

記・修了証書授与式を迎えることができました。卒業

生ならびにご父兄の皆様方に、心からお祝いを申し上

げます。本当におめでとうございます。また、本日、

卒業生の皆さんを祝福するためにこの式典にご参集い

ただきましたご来賓や職員の皆様に厚く御礼申しあげ

ます。 

本日、学位記および修了証書を授与される方は、卒業

生、医学科105名、看護学科65名、助産学専攻科16名、

大学院博士課程医学専攻18名、修士課程看護学専攻13

名、および論文提出による論文博士5名の、計222名で

あります。 

 栄誉ある学位記・修了証書授与式を迎えられました

皆さんのお喜びは勿論のこと、これまで皆さんが晴れ

てこの日を迎えるのを心待ちにし、長きにわたって物

心両面で支えて下さったご家族の皆様におかれまして

も、お喜びはひとしおであろうと思います。また、修

士あるいは博士学位を晴れて授与される方におかれま

しては、皆さんが快適な学園生活を送れるよう日夜指

導してくれました教職員一同も心から喜んでおりま

す。本日、ここにこうして皆で喜びを共にできる幸せ

をかみしめ、この日の感激を忘れることなく、生涯感

謝の気持ちで日々精進されますよう願っております。 

 医学科の学生は6年間、看護学科の学生は4年間でし

たが、それぞれ医療人としてプロの世界を目指す皆さ

んの人生では重要な期間だったはずです。顧みます

と、我々教職員にとってもこの10年間は大学を取り巻

く環境は目まぐるしく変化し、本学の特色を一層明確

にしていくために、開学以来40年を経過しているキャ

ンパスをリニューアルし、教育・研究・診療などあら

ゆる分野について改革してきました。しかし、開学の

理念は変わることなく、本学の使命は、質の高い医

師・看護師の養成、独創的研究の推進と先進的・先端

的医療の提供、地域医療の中核的役割などを担い、社

会に貢献することであります。本学はこれらの目標に

向かって頑張ってきており、これからも良き伝統は

脈々と受け継がれる筈です。皆さんは本学の卒業生で

あることを生涯の誇りにしていただきたいと思いま

す。  

 さて、先ず、医学科を卒業される皆さんに申し上げ

ます。皆さんは、医師国家試験が終わり、試験の連続

から解放され、ほっと一息ついているところかと思い

ます。ところが本当の試験はこれから始まるのです。

今は「学生時代の試験」が終ったに過ぎず、これから

は「医師として、人間としての本格的な試験」が始ま

ります。皆さんがこれまでに学んで来たことは、医

学・医療に関するほんの一部分であり、基礎的な原理

を学んだに過ぎません。実際に行う医学・医療は実学

であり、これから長い時間をかけて学び体験し身につ

けて行くのです。医師としての知識、技術、そして人

間としての教養など、バランスのとれた総合力を身に

つけて社会に、世界に羽ばたいて欲しいと思います。

 平成26年度学位記・修了証書授与式 

 平成26年度学位記・修了証書授与式が３月16日（月）アクトシティ浜松・中ホールにおいて行わ

れ、医学科卒業生105名、看護学科卒業生65名、大学院医学系研究科修了生31名、論文博士５名および

助産学専攻科16名に対し、学長から次のような式辞がありました。 

式 辞 

学長  中 村   達 
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大学ニュース 

人の命を預かる医師の責任は極めて大きく、絶えず学

び、生涯磨いて行かねばなりません。 

 医学、医療の技術は大きく変わって常に進歩してい

ます。例えば、腹部の外科では、大きな傷をつくって

お腹の手術を行っていましたが、腹腔鏡を用いて小さ

な傷で大きな手術をするようになりました。それがい

まやrobotic surgeryが導入され、手術による侵襲が軽

く、患者さんは術後の痛みが少なく、早く回復して早

く退院できるようになりました。このような医療の現

場の変化に伴って医療機器の発達は目覚しく、医師た

ちの技術も高度になってきています。臓器移植による

治療も目覚ましい発展をとげ、実績が積み重ねられて

きました。さらに再生医療が将来各種疾患や障害、ひ

いては悪性腫瘍の治療まで変わっていく兆しが見えて

います。このような変化は医療ばかりでなく、研究に

おいても大変な進歩を遂げています。こうした新しい

変化に対応する力は、学び続け、常に一流を目指し、

立派なプロフェッショナルになるんだという「やる

気」を持ち続けることにより得られます。医療を実践

する立場からみて、環境、社会構造、経済の動静、国

民の意識など、医療に関係する情勢が刻々と大きく変

化しています。医療ばかりでなく、すべての人々を取

り巻く世界は歴史を圧縮したかのように 速いスピ－ド

で変わっていきます。世の中を大局的に見ていく目を

持って医療人のプロフェッショナルとして活躍し貢献

していただきたいと願います。 

 次に看護学科を卒業される皆さんに申し上げます。

看護の「看」は「みる」と読みます。「看」という字

は「手」という字と「目」という字で出来ています。

手は体を象徴していて、体全体を使って「献身的に人

の面倒を看る」という意味であります。看護師のプロ

フェッショナルを目指す皆さんに対して社会はたくさ

んのことを期待しています。世界一の長寿社会になっ

ている現在、高齢者向けの在宅医療が大部分を占める

時代になっていきます。在宅ケアばかりでなく、専門

性の高い、また高度な知識と技術も要求されます。現

在150万人くらいの看護職員を平成37年ごろまでに200

万人まで増やしていく計画があります。そんな状況下

で卒業される皆さんは、これまで受けてきた試験とは

違い、範囲のない広い知識と高度な技術を身に付けて

いかねばなりません。さらに将来は後続してくる若い

人たちを指導していくことも担わねばならないと思い

ます。そんな中で自分を高めて遅れを取らないために

は常に学ぶ精神が必要です。絶えず学び、各種専門看

護師の資格を取得していくという上昇志向を持って行

かれれば、本学で学び、卒業されたことは皆さんの人

生で誇りになると思います。  

 助産学専攻科の卒業生の皆さんに一言ですが、申し

上げます。この世に尊い命を授けられた新生児が生れ

出てくるとき光に浴することを初めて先導して頂く人

になられる訳です。ありがたい尊い仕事です。現在、

少子化が社会問題になっています。周産期については

出産年齢が高くなる傾向にあり、今後ハイリスク分娩

が増えていき、働きながら出産し育児をする女性が増

えていくでしょう。そうした社会で母親となる人を安

心へと導き、これから生れ出てくる小さい命を導いて

やってください。 

 本日医学博士の学位を授与された皆さんに申し上げ

ます。博士学位を取得された方は取らない方と比べて

見かけ上は変わりないように見えるかもしれません。

しかし、大きな違いがあるのです。博士学位として認

められる仕事は、すでに世に出された仕事と同じで

あってはならない。学位を取得することは簡単なこと

ではなく、世に初めての結論を出すまでの発想、議

論、情報収集、研究の方法と技術の習得、考察、そし

て失敗を繰り返し、苦労をして成し遂げられたので

す。その結果を評価され、博士学位を授与するに相応

しいとされたのです。計画を立て、挑戦し、失敗す

る。失敗するからこそ進化する。諦めないで続けてき

たこのプロセスと成功の感動が、あなた方の血となり

肉となっているのです。そうした体験でリサーチマイ
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大学ニュース 

ンドが身につき、板に付くのです。日常の患者さんを

見る目、これから出くわすであろういろいろな新しい

事象を「なぜだろう」と考える。「正しいものの見

方、考え方」が知らぬ間に身について、以前とは違っ

てきているはずです。世界に一つしかない仕事を成し

遂げるまでの過程で得たものは、人生で掛け替えのな

い力であり、宝なのです。学位取得を誇りにすると共

に、それに相応しい人格、見識を身につけ、さらに学

び続けて発展して行って欲しいと思います。 

 次に、修士学位を授与された皆さんに申しあげま

す。皆さんは看護学の研究者、教育者あるいは病院看

護部の指導者、教育者など、将来の看護指導者を目指

して学んでこられました。看護学修士という学位は、

看護学をまさにマスターした証であり、看護指導者へ

の道のりの第一歩を踏み出した証でもあります。指導

者になるためには、それなりの自覚と努力が必要で

す。一層の専門性が要求され、人格的にも磨かれねば

なりません。医療・保健・ケアの現場もますます高齢

者が増加していく社会の変化と共に大きく変わりつつ

あります。願わくは皆さんは、各種の看護専門職の資

格を取得し、生涯学び続け、優れた看護指導者になっ

てください。看護研究はまだまだ発展していきます。

日本の看護学の質と水準を向上させ、社会のニーズに

応えるためにも、より深くより広く学び努力されると

ともに、皆さんは人間性豊かなヒトに成長され、困っ

た人たちに尽くし、社会に貢献されることを期待して

います。 

 外国からの留学生の皆さんに申し上げます。留学生

の皆さんにおかれましては、本学で学んだ医学研究の

方法や習得した医療技術を持ち帰り、母国の医学・医

療の発展に役立ててください。また皆さんの母国とわ

が国との友好関係の発展、強化のための架け橋となっ

ていただきますよう願っています。  

 最後に、本学は、地域に根ざし、世界にはばたき、

きらりと個性輝く特色のある大学にしたいと頑張って

います。皆さんは母校を誇りにしつつ、心ある医療を

実践し、常にベストを尽くして社会に貢献していただ

きたいと思います。 

 学位記および修了証書授与のこのよき日に当たり、

皆様の前途を祝福するとともに、大いなる期待を寄せ

ていることを申し上げて祝辞といたします。 
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在学生挨拶 

在校生代表 若 松 真 央    

 身に染みる寒さも、日を追って和らいでいく風に

春の訪れを感じるこの佳き日に、浜松医科大学を御

卒業ならびに大学院課程および助産学専攻科を修了

される皆様、御卒業本当におめでとうございます。

在学生一同、心よりお祝い申し上げます。 

 大学生活において多くの時間を共に過ごしてき

た、優しく頼れる医学科の先輩、また私たちを慕っ

てくれるかわいい後輩である看護学科の皆様の卒業

がこんなにも早く訪れ、時の過ぎゆく速さへの驚き

とともに寂しさがこみあげてまいります。 

 今、皆様は、この浜松医科大学で過ごした時間を

どのように振り返っていらっしゃるでしょうか。医

療の道を志し、ここ浜松医科大学に御入学されて以

来、多くの人との出会いの中で貴重な経験をし、そ

れぞれにかけがえのない思い出を築き上げてこられ

たことと思います。それらの出会いや経験は、学生

時代のよき思い出であると同時に、一つひとつがこ

れからの人生における皆様の心の糧となることで

しょう。 

 また、大学生活を送られる上で、御両親、また御

家族のもとから離れて生活されていた方が多いと思

います。遠くにいるからこそ、御家族のありがたみ

や優しさを強く感じられ、家族の絆も改めて認識で

きたのではないでしょうか。もちろん、ご自宅から

通われていても、御家族の支援があったからこそ、

有意義な学生生活を送られることができたのではな

いかと思います。 

 そして、私たち在校生にとっても、卒業される皆

様との思い出はとても大切なものとなっています。

医学科の先輩方は、5年もの間大学生活を共にしま

した。振り返ってみると先輩方は常に私たちの目標

であり、心の支えでもありました。夜遅くまで勉強

に励まれていた姿や、臨床実習で患者さんと真剣に

向き合われていた姿から、医学に対して真摯で、ひ

たむきに努力し続ける姿勢を学びました。一年後の

自分たちがどのように過ごしているかのお手本のよ

うな存在で、悩んだときに一番身近で相談できたの

も先輩方でした。看護学科の皆様は、私たちにとっ

て初めての後輩であり、至らないところも多かった

私たちを慕い、優しくサポートしてくれました。臨

床実習においても、患者さんに優しい笑顔で接して

いた姿が今でも目に浮かんできます。 

 さて、医学は日々進歩し、多様化していくため、

医療に携わる者も常に成長し続けていかなければな

りません。今日ここに、新たなる長い道への第一歩

を踏み出される皆様が、浜松医科大学の卒業生であ

ることを誇りとし、これからも精進され、人間性豊

かな信頼される医療者となり、後に続く我々の道し

るべとなって下さいますようお願い申し上げます。 

 私たちも、皆様がこの浜松医科大学を卒業された

ことを誇りに思い続けられるよう、長年築き上げら

れた伝統を引き継ぎ、更なる発展のため鋭意邁進す

る所存でございます。 

 お別れに臨み、卒業生の皆様のご活躍とご健勝を

お祈り申し上げ、送辞とさせていただきます。 

 心地よい春風に乗って、ほのかな花の香りが漂う

頃となりました。早春のこの佳き日に、私どものた

めにこのような厳粛かつ盛大な学位記・修了証書授

与式を執り行っていただきまして、誠にありがとう

ございます。また、ご来賓の皆様をはじめ、学長先

生、諸先生方、ご父兄の皆様には、ご多忙の中ご臨

席を賜り、医学科卒業生を代表して、厚く御礼申し

上げます。 

 思い起こせば６年前、私たちは医学の道を志し、

ここ浜松の地に集い、期待と不安を胸に抱きなが

ら、入学式を迎えました。 

 入学当時の私たちは、右も左もわからず、医学と

いう学問の大きさに戸惑うばかりでした。一般教

養、基礎医学、臨床医学と習得すべき知識は膨大に

医学科卒業生代表  向 山 拓 矢 

謝 辞 
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なっていきましたが、医学の奥深さ、魅力も徐々に

わかり、勉学に励むことができました。試験前に仲

間同士で夜遅くまで勉強したことは、今となっては

懐かしき思い出です。いざ臨床実習が始まると、臨

床の現場に触れることができる喜びを感じ、患者様

の経過が良好であると嬉しく思い、反対に患者様を

前に自身の無力さを痛感する機会も数多くありまし

た。先生方は辛抱強く丁寧にご指導くださり、時に

は患者様からの温かい言葉が大きな

励みになることもありました。 

 日々の勉学や課外活動はもちろん

のこと、在学中に先生方・患者様か

ら教えていただいたこと、そして友

人と過ごす中で得たことは計り知れ

ず、私たちの今後の人生における貴

重な財産となることと思います。心

から御礼申し上げます。 

 これから私たちは２年間の研修を

経て、それぞれの道を歩んでいきま

す。その過程では幾多の試練がある

と思いますが、母校で培った６年間

の経験を礎として困難を乗り越えて

いきたいと思います。決して現状の知識や能力に甘

んじることなく、生涯にわたり研鑽を積み、医師・

医学研究者として社会に貢献できるよう情熱を持っ

て邁進する所存です。 

 最後になりましたが、６年間を通し、ご指導・ご

鞭撻いただいた先生方、臨床実習でお世話になった

患者様、ご父兄の皆様、職員の皆様、そしてお世話

になったすべての方々に改めて御礼申し上げます。

 日増しに春の暖かさを実感するようになった今日

の良き日に、このような盛大な学位記・修了証書授

与式を挙行していただき、我々看護学科卒業生一

同、心よりお礼を申し上げます。 

 私たちは看護の道やさらなる専門知識の習得を志

し、ここ浜松医科大学に入学しました。私は看護師

としての臨床経験から、予防分野を学びたいという

強い希望がありました。と同時に、歳の離れた学生

の中で学ぶことや講義についていけるか大きな不安

を抱えていました。しかし、同級生たちは年代に関

係なく親しく交流をしてくれました。また、講義や

実習に熱心に取り組むだけではなく、ボランティア

活動や部活動・サークルに打ち込んだり、休み時間

まで自己学習を行なったり、グループワークでは自

分の意見をきちんと述べ、他者の意見を聞くことが

出来るといった主体性があり、私はとても良い影響

を受けました。 

 さらには諸先生方が、私を臨床経験のある学生と

して尊重しつつも、新しい分野を学ぶ一学生として

受け入れ、疑問など真摯に応えて下さいました。実

習や卒業研究では、温かく、時に厳しく、熱心なご

指導を受けることができました。このような浜松医

科大学の風土や環境で学ぶことが出来たことで、専

門知識の習得だけではなく、より人間的な成長を実

感し、今は感謝の気持ちでいっぱいです。学生生活

では特に、地域や事業場での実習が対象者理解にお

いて有意義でした。 

 私は今まで、患者さんを臨床の一場面の人として

捉えがちであったように思います。入院患者さんは

謝 辞 

看護学科卒業生代表  溝 尻 佳 奈 子  
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 厳しい寒さも終わり、春の訪れを感じる今日の良

き日に、このような盛大な学位記・修了証書授与式

を挙行していただき、私たち大学院博士課程および

修士課程修了者、論文博士授与者、助産学専攻科修

了者一同、心より感謝を申し上げます。 

 大学院修了生・論文博士授与者は、医療関係者と

して臨床の現場で経験を積んだのち、再度、学生と

して研究生活に身をおく者、社会人としての活動を

経て、社会人学生として在籍する者、あるいは論文

博士取得のために研究する者、そして修士課程修了

後に博士課程に進学した者、様々な立場で別々の研

究活動を行って参りました。また、助産学専攻科修

了生は、地域周産期の充実と母子保健への貢献を志

し、質の高い助産技術と実践能力の習得に努めて参

りました。それぞれの立場は違えど、皆が目指す目

標の柱となるものは、きっと同じだったと思いま

す。 

 長いようで短い研究期間でありましたが、私は今

まで臨床医学のみに携わってきたので、臨床医学は

基礎研究という大きな土台の上に成り立っており、

さらにそれらは人と人とが教え合い、助け合うこと

で成り立っているということを再認識させられまし

た。どちらも、必ず上手くいくとは限らず、失敗を

繰り返し、その過程を見直し、人の意見を聞き入

れ、協力し切磋琢磨していくことが非常に大切であ

ることも再認識することができました。皆が苦労し

ながらも今日この日を迎えられたのも、そうした環

境、人間関係がこの浜松医科大学には十分に備わっ

ていたからだと確信しております。 

 この先、我々は各個人、違った目標をもって進ん

で参りますが、基礎研究で得た様々な知識・武器・

宝をもって、向かってくる大きな波を１つ１つ乗り

越えていく所存であります。その時には、先人が

我々にしてくれたように我々も新たな乗組員に対

し、救いの手を差し伸べ、協力していくことでどん

な荒波にも立ち向かうことができると確信していま

す。 

 最後になりますが、今日まで私たちを温かく見守

り、多くのご指導を賜りました、中村学長をはじめ

とする諸先生、諸先輩方ならびに関係各位の皆様の

ご健康と浜松医科大学の益々の発展をお祈りしまし

て、謝辞とさせて頂きます。 
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謝 辞 

大学院医学系研究科および助産学専攻科修了生代表  斎 藤 貴 明  

いずれ退院して地域社会に戻り、学校、職場、家庭

での生活を送るという、日々の生活を営む存在であ

ることを再確認し、どんなところに住んでどんな生

活をしているのかというその地域社会を理解するこ

とが対象者理解につながるのだと学びました。加え

て医療だけではなく、広い視点つまり保健、医療、

福祉が連携して支援することが対象者の住む地域社

会の貢献にもつながるのだと認識し、関わる必要が

あると学びました。 

 春から看護学科の学生は臨床へ、また、行政、事

業場、進学など一人一人が新たな道を歩みだしま

す。事業場の保健師として歩みだす私ですが、希望

や不安を抱えています。幾多の試練があるかもしれ

ません。しかし、浜松医科大学での様々な学びや経

験を心の糧に、また、中村学長が入学式でおっしゃ

られた「生涯学習」を継続していけば、乗り越えら

れるかもしれない、そしていつか今日という日を

「あの頃」と呼ぶ時には、それぞれが一人の人間と

してより成長できているように、新たな決意をもっ

て歩みだすことをここに誓います。 

 最後になりますが、中村学長をはじめ大学の諸先

生方、事務の関係者の皆様、病院、施設、保健所、

企業など実習施設の皆様、日々支えてくれた家族、

すべての方々に深く感謝の意を表し、また浜松医科

大学のより一層の発展を願って、謝辞とさせていた

だきます。 
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 例年になく寒かった冬が明けて一気に桜が開花

し、このような時期に入学式を迎える慶びはまた格

別です。平成27年度浜松医科大学入学式を挙行する

にあたり、新入学生の皆さんに心から「おめでと

う」と申し上げます。また、今日という日を一日千

秋の思いで待ち望んでこられたご家族の皆様に、心

よりお祝い申し上げます。 

 平成27年度４月の新入学生は、医学部医学科115

名、医学科２年次編入学生５名、看護学科60名、看

護学科３年次編入学生10名であります。大学院医学

系研究科博士課程34名、修士課程16名で、総計240

名が本日入学の日を迎えました。 

 先ず医学部医学科、看護学科および両学科の編入

学生の皆さんに大学在学中に身に付けて欲しい心得

を中心に述べたいと思います。今、皆さんの心は、

難関を見事に突破できた喜びと将来への夢で満ち溢

れているに違いありません。この感激は、生涯忘れ

得ぬものとなる筈です。是非、今日という日を将来

どんな医療人になりたいのか、それに近付くために

はどうすれば良いのか、などをよく考える一日にし

て欲しいと思います。 

 近年、医学の分野における診療および研究は凄ま

じいスピードで発展し、その知識・技術等の情報量

は膨大になってきています。また実践の場では、社

会構造、政治、経済、文化などの変革・変化と共に

取り扱う範囲は拡がる一方です。しかも、各分野が

益々高度化し、専門化しています。このような状況

下で、最新の医学や医療の知識・技術を身に付ける

ことは容易ではありません。常に学び続けないと、

瞬く間に取り残されてしまいます。皆さんが大学で

学ぶことが、卒業後、陳腐なものとなるのに何年も

掛からないくらいです。そんな世界に入って来られ

る皆さんに求めたいのは、まず、学問の縦軸方向の

高度化および専門性を深めることは勿論のこと、横

軸方向のヒトとしてあるべき常識的なこと、教養、

人柄、周囲の人たちとの協調性、コミュニケーショ

ン能力といった医学とは別の広い分野の能力や技術

を身に付け、よい友を求め、見識を深めて学生時代

を過ごして欲しいということです。縦軸と横軸のバ

ランスのとれた人間を目指すことが大切だと思いま

す。皆さんはこれから生涯医療について勉強して行

きますが、学生時代には医学以外のことについてた

学長  中 村   達 
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 平成27年度入学式が４月６日（月）アクトシティ浜松・中ホールにおいて行われ、医学科入学生115

名、医学科２年次編入学生５名、看護学科入学生60名、看護学科３年次編入学生10名、大学院医学系

研究科博士課程（医学）入学生34名、大学院医学系研究科修士課程（看護学）入学生16名に対し、学

長から次のような告辞がありました。 

告 辞 
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くさん読み、聞き、体験して学んでください。医療

人は世間の一般的常識には疎い感じがします。在学

中に常に情熱をもって学び、豊かな知識と見識を備

え、広い視野をもって行動力のある人に成長される

よう期待しています。 

 大学では、ただ与えられたものを学ぶような学習

ではなく、自分が知らない問題を設定し、それを自

ら考え、解決しながら学習するという方法で問題を

解決する能力を身につけていきます。これを問題解

決能力といいます。問題が解決すれば感動が得ら

れ、生涯忘れられない記憶となります。このことは

どこの大学に入るとか、どの分野を選ぶとかの問題

ではなく、大学に入学し、あるいは仕事に就いた人

たち全てに共通することであります。「やる気」が

大切で、それがいつまでも継続することがさらに大

切なのです。習慣化すると効率的となり、徹底的に

追及することをお勧めします。こだわりを持って追

求するとさらに知識・技術は磨かれます。 

 在学中に必ず身に付けておくべきもう一つ重要な

ことは、「医療人としての正しい倫理観」です。倫

理観を身につけるとは、人々に対して「思いやり」

の心を持ち、更に実践する勇気を持つことです。医

学・医療の究極の目的は、命の尊厳を大切にするこ

と、病人を思いやる心を持って我が身を捧げること

であります。正しい医療倫理を身に付け、さらに、

プライドと責任を持って行動しないといけない社会

的立場に立ったことを自覚してください。 

 18歳人口が減少していく将来に向けて、高等学校

教育、大学教育を一体改革していこうという動きが

あります。知識、技術を磨くばかりでなく、「真に

学ぶ力」をつけさせたいと考えているのです。将来

の日本を背負っていく若者に「思考力、判断力、表

現力、多様性、主体性、そして一緒に協力して働く

という協働性」などの能力を身に付けさせたいので

す。真に学ぶ力を備えた若者が育成されれば、社会

も大きく変革されると思われます。皆さんは将来を

嘱望されている人たちです。国の期待を担って頑

張ってください。 

 次に、大学院博士課程および修士課程に入学され

た方に申し上げます。大学院では、優れた研究者を

育成することを目的としていますが、近年、医療系

大学院が果たすべき機能が多様化し、研究方法や内

容は非常に高度な専門的な知識と技術を身に付けな

いとついて行けないほど難しくなっています。本学

では、いろいろな分野の先端的な研究ができるよう

に環境を整えてきました。そんな中で、皆さんリ

サーチマインドを身に付けて追求していく情熱が大

切です。リサーチマインド とは論理的思考に基づい

てものごとを探求する心のことです。努力した分だ

け必ず身に付きます。高度で専門的な判断が必要な

場面では論理的思考に基づいて物事を判断できるか

どうかで大きな違いがでてきます。大学院に入学さ

れた意義は、ものの見方、考え方、ひいては人とし

ての生き方などに影響が現れてくるはずです。人生

で大きな挑戦をされていると思います。失敗しても

くじけず頑張れば自分の中で進化していきます。 

 「初心忘れるべからず」という言葉をご存知と

思います。初心はすべての人にとって夢であり、

目標なのです。600年ほど前に能楽という現在の

歌舞伎の基礎を創った世阿弥がはじめて言った言

葉ですが、人生には分岐点、あるいは節目があ

り、その節目で壁にぶつかる。壁に打ち克ってい

くために目標を立てる。そのときの初心を言って

いるのです。初心というのは今回の入学時の初心

に限ることなく、人生の節目、節目で抱く初心を

忘れず目標を持って挑戦していけば、道が開け、

夢は必ず叶います。 

 医学・医療の世界は、社会の多くの人々に期待

されているだけに、厳しい世界です。襟を正して

門をくぐって下さい。皆さんが社会の期待に応え

てくれるようお願いして、告辞と致します。 
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永年勤続者表彰 

 去る３月27（金)、本学管理棟２階第二会議室において

永年勤続者表彰式が執り行われ、学長から次の方々に表彰

状が授与されました。 

【永年勤続表彰者】 

 大西 一功 （附属病院腫瘍センター教授） 

 佐藤 重仁 （麻酔・蘇生学講座教授） 

 佐藤 英二 （医化学講座助教） 

 鈴木 一成 （技術部技術専門員） 

 藤江三千男 （技術部技術専門員） 

 小楠 敏代 （技術部技術専門職員） 

 内山 幸則 （検査部副臨床検査技師長） 

 藤村 祥子 （手術部医療技術補助員） 

 井美恵美子 （放射線部主任診療放射線技師） 

 後藤 誓司 （放射線部主任診療放射線技師） 

 銭袋 政勝 （栄養部調理師） 

 手塚 宣夫 （栄養部調理師） 

 鈴木 克也 （栄養部調理師） 

 桑原 弓枝 （看護部看護部長） 

 金田 輝美 （副看護師長） 

 坪井 桂子 （看護部看護助手） 

 袴田 富子 （看護部看護助手） 

 桶田美佐代 （看護部看護助手） 

 内山 優子 （人事課主任） 

【列席者】 

 中村 達（学長） 

 小出幸夫（理事・副学長） 

 鈴木 修（理事・副学長） 

 前田 広（理事・事務局長） 

 西山 仁（監事） 

 今野弘之（副学長） 

 福田敦夫（技術部長） 

 阪原晴海（放射線部長） 

【式次第】 

 開 式 

 表彰状授与（記念品贈呈） 

 学長式辞 

 被表彰者謝辞 

 閉 式 
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平成26年度国際交流のつどい 

 ３月２日（月）18時30分より、クイーンズヒル

（浜松市東区半田山）において、本学に日頃よりご

支援いただいている国際交流事業関係者、地域住民

の方々に感謝の意を表すとともに、外国人留学生、

研究者と親睦を深めることを目的として、「平成26
年度国際交流のつどい」を開催しました。 

 本学では、平成26年度にインドおよび中国から新

たに外国人留学生を迎え、計６か国、19名の外国人

留学生と８名の外国人研究者が在籍しています。 

 学長挨拶や来賓紹介の後、参加者は和やかに交流

を深め、バングラデシュ留学生による出身国の紹介

のビデオや歌の披露も行われました。 

 第33回周産期シンポジウムを開催して  

日本周産期・新生児学会の周産期シンポジウムは旧日

本周産期学会の学術集会であり、平成16年度に日本周産

期学会と日本新生児学会が平成15年に合併し名称が変

更されました。 

今回浜松医科大学が第33回周産期シンポジウムを担

当し、平成27年１月23～24日の２日間、静岡県浜松市の

アクトシティコングレスセンターで開催いたしました。

全国から２日間で662名の参加があり成功裏に修了いた

しました。初日は光先端都市浜松を宣伝するため、「光

と周産期医学」というテーマで特別講演を３つ組みまし

た。浜松ホトニクス中央研究所の山下豊先生からは「近

赤外線を用いた生体計測―原理から臨床応用まで―」と

いうタイトルで近赤外線医学についてわかりやすく解

説して頂き、新生児分野では香川大学の日下隆教授に

「光を用いた新生児の脳循環と機能評価」というテーマ

での講演を頂戴いたしました。 

最後に私が産科分野から「近赤外線を用いた新しい母

児管理」について講演しました。私の講演内容は２つで、

一つは浜松ホトニクスと共同研究である近赤外線分光

法（TRS法）を用いた新しい妊婦の脳循環モニタリング法

について、もう一つは浜松医科大学、静岡大学、アステ

ム（株）で共同開発した胎児オキシメーターについて紹

介いたしました。後者は内診指接着型胎児オキシメー

ターで、医師や助産師の指腹にセンサーを装着し内診時

に胎児の酸素飽和度が測定できるものです。従来の患者

さんにセンサーを装着するのではなく診察者の指にセ

ンサーを装着し、しかも透明な手袋下にセンサー

があるので、非侵襲的に胎児酸素情報が得られま

す。静岡新聞や中日新聞にも取り上げられたこと

もあり、全国の先生から大変な関心を集めました

２日目は全国から厳しい選考の結果選ばれた演

者によるシンポジウムです。全体テーマは「周産

期の炎症と感染〜長期予後改善を目指して」でし

た。午前は周産期の炎症・感染への挑戦、午後は

絨毛膜羊膜炎と長期予後との内容で、多くの質

問、議論があり、参加者は実りのある成果が得ら

れたことと思います。いずれにしましても本学術

集会を通して浜松、浜松医大を十分アピールでき

た学会でした。  

産婦人科学講座 教授 金山尚裕  
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 研究助成金等の採択（平成27年1月～3月） 
単位（千円） 

所  属 職  名 研究者 研 究 助 成 機 関 助成金額 

分子生物学 教授 北川 雅敏 公益財団法人 上原記念生命科学財団 5,000 

薬剤部 薬剤主任 見野 靖晃 公益財団法人 薬学研究奨励財団 700 

整形外科学 准教授 星野 裕信 公益財団法人 骨粗鬆症財団 500 

産婦人科学 教授 金山 尚裕 公益財団法人 日母おぎゃー献金基金 2,000 

神経生理学 助教 渡部 美穂 公益財団法人 稲盛財団 1,000 

周産母子センター メディカルアシスタント 小野 裕之 公益財団法人 成長科学協会 600 

 平成26年度厚生労働省科学研究費等補助金一覧 
単位（千円） 

※は4月からの合計額 （  ）は上記内数、追加配分 

所属 職名 研究者 
代表者 

分担者 
研究事業名 研究課題名 

交付 

決定額 

感染症学（ウ

イルス学・寄

生虫学分野） 

教授 鈴木 哲朗 分担者 
肝炎等克服実用化研究事業（B型

肝炎創薬実用化等研究事業） 

B型肝炎ウイルスの感染複製機構の解

明に関する研究 

※12,000 

（2,000） 

感染症学（ウ

イルス学・寄

生虫学分野） 

教授 鈴木 哲朗 分担者 
肝炎等克服実用化研究事業（肝炎

等克服緊急対策研究事業） 

HCVに対する抗ウイルス治療後、SVR後

の病態に関する研究 
4,000 

内科学第一 教授 宮嶋 裕明 分担者 

難治性疾患等克服研究事業（難治

性疾患等実用化研究事業（難治性

疾患等実用化研究事業）） 

運動失調症の分子病態解明・治療法開

発に関する研究班 
1,000 

内科学第二 教授 須田 隆文 分担者 

難治性疾患等克服研究事業（難治

性疾患等実用化研究事業（難治性

疾患実用化研究事業）） 

びまん性肺疾患に対するエビデンスを

構築する新規戦略的研究 
500 

皮膚科学 准教授 平川 聡史 分担者 

難治性疾患等克服研究事業（難治

性疾患等実用化研究事業（難治性

疾患実用化研究事業）） 

先天性リンパ管疾患の診療指針作成及

び病理・細胞生物学的知見の臨床応用

へ向けた研究 

1,200 

臨床薬理学 教授 渡邉 裕司 分担者 
地球規模保健課題解決推進のため

の研究事業 

東アジア地域での薬剤応答性における

民族差と国際共同治験や医薬品使用の

実態に関する調査研究 

3,000 

精神科神経科 講師 岩田 泰秀 分担者 

障害者対策総合研究事業（障害者

対策総合研究開発事業（精神障害

分野）） 

血液バイオマーカーを用いたうつ病と

双極性障害の鑑別診断法の開発に関す

る研究 

1,800 

整形外科 
診療 

助教 
戸川 大輔 分担者 長寿科学研究開発事業 

骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存的初

期治療の指針策定 
700 

医療情報部 教授 木村 通男 分担者 

医薬品等規制調和・評価研究事業 

MID-NETを用いた医薬品等のベネフィッ

ト・リスク評価のための薬剤疫学研究等

の実践的な分析手法及び教育に関する

研究 

900 

薬剤部 教授 川上 純一 分担者 900 
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名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

総
合

人
間

科
学

講
座

（
生

物
学

）
ほ

か
第

2
5
回

国
際

生
物

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
国

際
生

物
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

日
本

委
員

会
高

校
生

：
1
人

H
.2

6
.4

～
7

国
際

大
会

レ
ベ

ル
に

到
達

す
る

よ
う

個
別

学
習

支
援

を
行

う

国
際

生
物

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
派

遣
生

徒
に

対
し

て
、

生
物

学
教

室
等

で
実

験
指

導
お

よ
び

個
別

学
習

指
導

を
行

っ
た

総
合

人
間

科
学

講
座

（
生

物
学

）
サ

マ
ー

・
サ

イ
エ

ン
ス

キ
ャ

ン
プ

2
0
1
4

独
立

行
政

法
人

　
科

学
技

術
振

興
機

構
高

校
生

：
1
2
人

H
2
6
.8

.7
～

8
.9

研
究

現
場

で
の

実
験

・
実

習
を

通
し

て
科

学
技

術
へ

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る

医
学

部
生

を
交

え
て

グ
ル

ー
プ

実
験

・
発

表
を

実
施

し
た

。
「
生

物
が

見
る

世
界

ー
い

く
つ

も
の

目
と

い
く

つ
も

の
世

界
」

総
合

人
間

科
学

講
座

（
生

物
学

）
平

成
2
6
年

度
第

1
回

「
の

ぞ
い

て
み

よ
う

！
ミ

ク
ロ

の
世

界
」

名
古

屋
市

科
学

館
中

学
生

以
上

/
約

3
0
人

H
2
6
.9

.2
3

「
ナ

ノ
ス

ー
ツ

」
に

つ
い

て
紹

介
し

、
科

学
技

術
へ

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る

特
別

講
座

「
ナ

ノ
ス

ー
ツ

っ
て

何
ナ

ノ
？

～
高

真
空

の
中

で
生

命
維

持
を

す
る

ナ
ノ

ス
ー

ツ
法

に
よ

る
生

体
の

生
態

観
察

」

総
合

人
間

科
学

講
座

（
生

物
学

）
静

大
大

学
院

工
学

研
究

科
講

演
会

静
大

大
学

院
工

学
研

究
科

静
大

大
学

院
工

学
研

究
科

学
生

ほ
か

H
2
6
.1

1
.1

3
H

2
6
.1

1
.2

0
講

演
を

通
し

て
バ

イ
オ

ミ
メ

テ
ィ

ッ
ク

ス
へ

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る

講
演

「
バ

イ
オ

ミ
メ

テ
ィ

ク
ス

の
必

要
性

と
そ

の
開

発
例

－
生

き
た

生
物

の
電

子
顕

微
鏡

観
察

な
ど

」

総
合

人
間

科
学

講
座

（
生

物
学

）
静

大
共

同
利

用
機

器
セ

ン
タ

ー
分

析
基

礎
講

座
静

大
共

同
利

用
機

器
セ

ン
タ

ー
静

大
学

生
・
教

職
員

ほ
か

H
2
7
.1

.1
9

講
演

を
通

し
て

バ
イ

オ
ミ

メ
テ

ィ
ッ

ク
ス

へ
の

興
味

・
関

心
を

高
め

る
講

演
「
ナ

ノ
ス

ー
ツ

法
に

よ
る

生
体

の
電

子
顕

微
鏡

観
察

か
ら

バ
イ

オ
ミ

メ
テ

ィ
ク

ス
ま

で
」

総
合

人
間

科
学

講
座

（
生

物
学

）

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

チ
ャ

レ
ン

ジ
科

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
へ

の
挑

戦
支

援
事

業
静

岡
県

教
育

委
員

会
静

岡
県

立
高

校
生

H
2
7
.2

.8
講

義
を

通
し

て
理

数
分

野
へ

の
意

欲
・
能

力
を

伸
ば

す

講
演

「
視

覚
情

報
処

理
」
お

よ
び

実
習

「
盲

斑
」

を
行

い
、

国
際

生
物

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
勉

強
の

仕
方

を
指

導
し

た
。

医
生

理
学

講
座

講
演

「
子

供
を

熱
中

症
か

ら
守

ろ
う

」
雄

踏
町

医
師

会
後

援
：
浜

松
市

小
中

学
校

教
員

：
3
0
人

H
2
6
. 
7
.1

7
疾

患
の

啓
蒙

と
予

防
講

演

医
生

理
学

講
座

市
民

公
開

講
座

「
血

栓
症

の
は

な
し

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
に

な
ら

な
い

た
め

に
」

日
本

血
栓

症
協

会
共

催
：
中

日
新

聞
市

民
：
2
4
0
人

H
2
7
. 
2
.2

1
疾

患
の

啓
蒙

と
予

防
講

演

医
化

学
講

座
ア

フ
リ

カ
ツ

メ
ガ

エ
ル

の
中

身
を

知
り

、
カ

エ
ル

の
発

生
を

観
察

し
よ

う
医

化
学

講
座

実
験

実
習

機
器

セ
ン

タ
ー

小
中

学
生

：
3
2
人

H
2
6
.8

.2
～

H
2
6
.8

.6
小

中
学

生
に

カ
エ

ル
の

実
験

を
通

し
て

生
命

の
尊

さ
を

学
ん

で
も

ら
う

ア
フ

リ
カ

ツ
メ

ガ
エ

ル
の

解
剖

と
人

工
授

精

再
生

・
感

染
病

理
講

座
職

業
講

座
浜

松
市

立
浜

名
中

学
校

中
学

2
年

生
：
1
8
7
人

H
2
6
.6

.1
6

専
門

家
の

話
を

聞
き

職
業

体
験

に
つ

な
げ

る
講

義
「
基

礎
医

学
と

臨
床

医
学

」

再
生

・
感

染
病

理
講

座
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ス
ク

ー
ル

文
部

科
学

省
静

岡
県

立
磐

田
南

高
校

高
校

生
：
6
人

H
2
6
.8

.1
9
～

8
.2

0
先

端
的

な
科

学
技

術
や

医
療

を
体

験
す

る
ミ

ク
ロ

の
世

界
の

不
思

議

再
生

・
感

染
病

理
講

座
静

岡
県

立
磐

田
南

高
校

ミ
ニ

大
学

静
岡

県
立

磐
田

南
高

校
高

校
生

：
3
6
人

H
2
6
.9

.1
7

大
学

の
専

門
的

な
講

義
を

体
験

す
る

多
能

性
幹

細
胞

の
可

能
性

と
課

題

再
生

・
感

染
病

理
講

座
平

成
2
6
年

度
大

学
出

張
講

義
静

岡
県

立
沼

津
東

高
校

高
校

2
年

生
：
3
0
人

H
2
6
.1

0
.2

5
生

徒
の

進
路

に
対

す
る

意
識

の
高

揚
講

義
「
医

師
に

な
る

に
は

、
病

理
医

と
は

、
」

健
康

社
会

医
学

講
座

自
治

体
等

へ
の

保
健

活
動

・
調

査
支

援
講

座
健

康
社

会
医

学
講

座
自

治
体

職
員

等
：

約
4
0
人

H
2
6
.9

.1
～

H
2
7
.3

.2
0

地
域

の
公

衆
衛

生
活

動
の

向
上

調
査

支
援

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

事
業

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

1
2
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名
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動
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体

連
携

団
体

等
対
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：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

健
康

社
会

医
学

講
座

地
域

診
断

研
修

静
岡

県
健

康
増

進
課

県
内

市
町

村
、

健
康

福
祉

セ
ン

タ
ー

市
町

村
、

健
康

福
祉

セ
ン

タ
ー

職
員

：
約

4
0
人

H
2
6
.5

.2
6
～

H
2
6
.1

0
.6

市
町

・
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー
職

員
の

資
質

向
上

地
域

診
断

等
の

調
査

研
究

の
支

援

健
康

社
会

医
学

講
座

産
業

医
研

修
会

（
生

涯
教

育
研

修
会

）
浜

松
市

医
師

会
静

岡
県

医
師

会
医

師
会

員
等

：
約

5
0
人

H
2
6
.1

2
.2

5
産

業
医

・
医

師
会

会
員

の
資

質
向

上
健

康
寿

命
に

つ
い

て
の

講
演

健
康

社
会

医
学

講
座

地
域

保
健

福
祉

研
究

学
習

会
及

び
研

究
会

静
岡

県
西

部
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー

市
町

、
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー
職

員
：
約

2
0
人

H
2
6
.7

.2
9
～

H
2
6
.1

2
.8

市
町

村
・
健

康
福

祉
セ

ン
タ

ー
職

員
の

資
質

向
上

実
践

的
な

地
域

保
健

福
祉

活
動

研
究

の
支

援

皮
膚

科
学

講
座

南
部

化
成

共
同

研
究

皮
膚

科
学

講
座

南
部

化
成

（
株

）
1
0
人

H
2
6
.4

.1
～

H
2
7
.3

.3
1

製
品

開
発

地
域

企
業

と
の

製
品

共
同

開
発

に
関

す
る

基
礎

研
究

放
射

線
医

学
講

座
静

岡
県

環
境

放
射

能
測

定
技

術
会

静
岡

県
年

4
回

浜
岡

原
子

力
発

電
所

周
辺

の
環

境
放

射
能

測
定

結
果

の
検

討
会

議

放
射

線
医

学
講

座
静

岡
県

原
子

力
発

電
所

環
境

安
全

協
議

会
講

演
静

岡
県

県
議

会
議

員
、

県
職

員
、

市
長

、
市

議
会

議
長

等
：
約

5
0
人

H
2
7
.3

.1
8

放
射

線
の

人
体

へ
の

影
響

と
医

学
利

用
に

関
す

る
情

報
の

提
供

講
演

「
放

射
線

の
人

体
へ

の
影

響
と

医
学

利
用

」

放
射

線
医

学
講

座
放

射
線

講
演

会
静

岡
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
懇

談
会

地
元

住
民

：
約

1
0
0

人
／

回

H
2
7
.2

.1
4

H
2
7
.2

.2
0

H
2
7
.3

.6

放
射

線
の

基
礎

と
利

用
に

関
す

る
情

報
の

提
供

公
開

講
座

「
医

療
と

放
射

線
」

産
婦

人
科

学
講

座
浜

松
医

科
大

学
公

開
講

座
浜

松
医

大
静

岡
新

聞
浜

松
ホ

ト
ニ

ク
ス

6
0
0
人

H
2
7
.1

.1
7

健
康

増
進

市
民

公
開

講
座

臨
床

検
査

医
学

講
座

浜
松

ホ
ト

ニ
ク

ス
株

式
会

社
 倫

理
委

員
会

浜
松

ホ
ト

ニ
ク

ス
株

式
会

社
浜

松
ホ

ト
ニ

ク
ス

倫
理

委
員

会
委

員
H

2
6
.4

～
H

2
7
.3

地
域

企
業

と
の

連
携

　
事

業
に

関
す

る
支

援
地

元
企

業
の

事
業

に
関

す
る

倫
理

相
談

・
指

導
・
決

議

臨
床

検
査

医
学

講
座

ア
イ

シ
ン

精
機

株
式

会
社

ア
イ

シ
ン

精
機

株
式

会
社

ア
イ

シ
ン

精
機

株
式

会
社

、
新

規
事

業
推

進
部

：
1
0
人

H
2
6
.4

～
H

2
7
.3

地
域

企
業

と
の

連
携

　
事

業
に

関
す

る
支

援
地

元
企

業
の

事
業

に
関

す
る

相
談

・
指

導

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

医
療

・
介

護
現

場
と

の
情

報
交

換
会

に
お

け
る

講
演

浜
松

次
世

代
光

健
康

医
療

産
業

創
出

拠
点

H
2
6
.1

2
.1

7
医

療
・
介

護
現

場
と

の
情

報
交

換
会

に
お

け
る

講
演

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

医
療

・
介

護
現

場
と

の
情

報
交

換
会

に
お

け
る

現
場

見
学

会
浜

松
次

世
代

光
健

康
医

療
産

業
創

出
拠

点
H

2
7
.1

.1
3

医
療

・
介

護
現

場
と

の
現

場
見

学
会

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

こ
こ

ろ
ざ

し
育

成
セ

ミ
ナ

ー
　

冬
期

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
静

岡
県

医
療

健
康

局
地

域
医

療
課

高
校

生
、

保
護

者
、

教
員

：
1
6
6
人

H
2
6
.1

2
.2

6
高

校
生

が
医

師
を

目
指

す
こ

と
の

意
義

に
つ

い
て

再
認

識
す

る
。

講
演

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

藤
枝

市
立

総
合

病
院

市
民

公
開

講
座

藤
枝

市
立

総
合

病
院

志
太

医
師

会
市

民
：
約

5
0
0
人

H
2
7
.1

.1
0

市
民

の
救

急
医

療
へ

の
理

解
を

深
め

る
講

演
「
救

急
医

療
」

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

中
学

生
の

た
め

の
蘇

生
講

習
会

浜
松

市
医

師
会

市
内

中
学

生
浜

松
市

医
師

会
が

中
心

と
な

っ
て

行
う

心
肺

蘇
生

法
講

習
浜

松
医

大
病

院
は

年
間

5
回

指
導

を
担

当
し

て
い

る

1
3



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

2
1
世

紀
倶

楽
部

月
例

会
セ

ミ
ナ

ー
2
1
世

紀
倶

楽
部

市
民

（
会

員
）
：
約

5
0
人

H
2
6
.1

0
.2

1
脱

法
ド

ラ
ッ

グ
を

中
心

に
中

毒
診

療
に

つ
い

て
の

講
演

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

ふ
じ

の
く
に

防
災

学
講

座
静

岡
大

学
防

災
総

合
セ

ン
タ

ー
市

民
：
約

1
0
0
人

H
2
6
.1

2
.2

0
市

民
へ

の
防

災
教

育
講

演
「
市

民
が

行
う

災
害

医
療

」

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

学
校

保
健

委
員

会
講

演
県

立
浜

松
北

高
校

P
T
A

関
係

者
、

高
校

生
：
約

1
0
0
人

H
2
6
.1

2
.1

0
学

校
保

健
委

員
と

高
校

生
へ

の
災

害
に

関
す

る
講

演

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

静
岡

県
救

急
災

害
対

策
会

議
静

岡
県

H
2
6
.8

.5
静

岡
県

内
の

救
急

医
療

、
災

害
医

療
に

関
す

る
方

針
を

検
討

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

静
岡

県
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

作
業

部
会

静
岡

県
H

2
6
.7

.1
7
、

H
2
6
.1

0
.1

6
静

岡
県

内
の

救
急

隊
員

活
動

の
教

育
指

導
に

関
す

る
検

討

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

災
害

医
療

地
域

連
絡

体
制

検
討

委
員

会
静

岡
県

静
岡

県
病

院
協

会
災

害
拠

点
病

院
と

救
護

病
院

H
2
6
.7

.1
8

災
害

時
の

地
域

の
連

携
体

制
に

つ
い

て
検

討
す

る

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

静
岡

県
臓

器
提

供
移

植
対

策
会

議
静

岡
県

病
院

協
会

H
2
7
.3

.6
講

演
と

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

が
行

わ
れ

た
。

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

県
西

部
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

推
進

者
静

岡
県

西
部

地
区

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
協

議
会

浜
松

市
消

防
局

、
湖

西
消

防

H
2
6
.7

.1
7
、

H
2
6
.1

0
.1

6
、

H
2
7
.1

.1
4

県
西

部
地

区
の

救
急

隊
員

の
活

動
の

教
育

指
導

に
関

す
る

検
討

年
間

6
回

の
会

議

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

県
西

部
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

事
後

検
証

会
静

岡
県

西
部

地
区

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
協

議
会

浜
松

市
消

防
局

、
湖

西
消

防
H

2
6
.6

.1
7

H
2
6
.9

.1
6

救
急

隊
の

活
動

に
対

す
る

事
後

検
証

一
次

検
証

は
書

類
で

検
討

し
、

二
次

検
証

を
合

同
で

開
催

（
年

間
4
回

）

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

浜
松

市
医

療
救

護
対

策
委

員
会

浜
松

市
浜

松
市

医
師

会
な

ど
H

2
6
.6

.1
8

H
2
6
.1

0
.2

2
浜

松
市

の
災

害
時

医
療

に
つ

い
て

の
検

討
副

委
員

長
お

よ
び

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し

て
の

参
加

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

浜
松

市
救

急
医

療
員

会
浜

松
市

医
師

会
浜

松
市

H
2
6
.8

.2
7

H
2
7
.3

.4
浜

松
市

の
救

急
医

療
体

制
に

関
す

る
会

議
（
代

理
出

席
）

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

藤
枝

市
立

病
院

救
急

セ
ン

タ
ー

建
設

協
議

会
藤

枝
市

立
病

院
H

2
6
.7

.1
0

H
2
6
.8

.2
1

藤
枝

市
立

病
院

救
急

セ
ン

タ
ー

建
設

に
関

す
る

検
討

会
議

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

袋
井

市
医

療
救

護
計

画
検

討
会

袋
井

市

自
治

会
、

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
、

薬
剤

師
会

、
中

東
遠

医
療

セ
ン

タ

H
2
6
.7

.1
4

袋
井

市
の

災
害

時
医

療
救

護
計

画
の

検
討

会
議

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

応
急

救
護

所
班

長
会

講
演

浜
松

医
師

会
浜

松
市

医
師

会
会

員
　

：
約

4
0
人

H
2
6
.8

.2
0

浜
松

市
医

師
会

応
急

救
護

所
班

長
の

災
害

知
識

の
向

上

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

第
3
2
6
回

生
涯

教
育

研
修

会
：
中

毒
診

療
の

初
期

診
療

浜
松

市
医

師
会

浜
松

市
内

医
師

：
約

4
0
人

H
2
6
.4

.2
4

浜
松

市
内

医
師

に
対

す
る

生
涯

教
育

中
毒

の
初

期
治

療
に

関
す

る
講

演
を

行
っ

た

1
4



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

災
害

医
療

に
か

か
る

講
演

国
立

病
院

機
構

天
竜

病
院

天
竜

病
院

職
員

：
約

1
0
0
人

H
2
6
.5

.2
9

天
竜

病
院

職
員

へ
の

災
害

医
療

の
知

識
を

高
め

る
災

害
医

療
に

関
す

る
講

演
を

行
っ

た

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

静
岡

市
医

師
会

救
護

所
班

長
会

議
静

岡
市

医
師

会
静

岡
市

医
師

会
員

H
2
6
.9

.4
静

岡
市

医
師

会
会

員
へ

の
講

演
講

演
「
災

害
医

療
で

大
切

な
こ

と
C

S
C

A
T
T
T
]

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

消
防

職
員

救
急

研
修

会
御

殿
場

市
小

山
広

域
行

政
組

合
御

殿
場

市
医

師
会

、
御

殿
場

市

消
防

吏
員

、
医

師
会

員
、

行
政

職
員

：
1
0
0
人

H
2
6
.1

1
.2

1
災

害
時

医
療

に
つ

い
て

の
講

演

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

県
眼

科
医

会
医

療
従

事
者

講
習

会
静

岡
県

眼
科

医
会

眼
科

医
医

会
会

員
、

医
療

従
事

者
H

2
7
.1

.2
4

医
師

及
び

診
療

所
職

員
を

対
象

と
し

た
講

演
講

演
「
急

変
対

応
の

A
B

C
D

」

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

静
岡

県
災

害
医

療
従

事
者

研
修

会
静

岡
県

静
岡

県
病

院
協

会
県

内
救

護
病

院
等

職
員

H
2
7
.1

.2
8
～

1
.3

0
県

内
病

医
院

職
員

な
ど

の
災

害
医

療
対

応
能

力
の

向
上

災
害

医
療

の
ス

キ
ル

を
指

導

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

静
岡

県
災

害
医

療
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
会

静
岡

県
A

C
T
研

究
所

静
岡

県
内

医
療

関
係

職
員

H
2
7
.3

.7
～

3
.8

災
害

医
療

時
に

必
要

な
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

研
修

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

天
竜

区
医

療
救

護
訓

練
天

竜
区

磐
周

医
師

会
医

師
会

、
薬

剤
師

会
、

保
健

師
H

2
6
.1

0
.1

3
災

害
医

療
訓

練
ト

リ
ア

ー
ジ

、
救

護
所

な
ど

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
講

習

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

磐
田

市
災

害
時

初
期

診
療

講
習

会
磐

田
市

磐
田

市
医

師
会

、
薬

剤
師

会
、

磐
田

消
防

医
師

、
薬

剤
師

、
保

健
師

H
2
6
.6

.2
3

災
害

時
に

必
要

な
ス

キ
ル

を
学

ぶ
医

師
、

薬
剤

師
、

保
健

師
に

対
す

る
ハ

ン
ズ

オ
ン

で
の

ス
キ

ル
指

導

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

湖
西

市
医

療
救

護
訓

練
湖

西
市

湖
西

消
防

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
保

健
師

な
ど

H
2
6
.1

1
.1

3
災

害
時

の
ト

リ
ア

ー
ジ

を
学

ぶ
災

害
時

の
一

次
ト

リ
ア

ー
ジ

法
と

ト
リ

ア
ー

ジ
タ

ッ
グ

の
記

載
に

つ
い

て
の

講
習

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

浜
松

市
医

療
救

護
訓

練
浜

松
市

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
、

薬
剤

師
会

医
師

、
歯

科
医

師
、

薬
剤

師
、

自
主

防
災

等
役

：
2
0
0

人

H
2
6
.1

1
1
6

大
規

模
災

害
時

の
救

護
所

を
中

心
と

し
た

訓
練

自
主

防
災

隊
員

に
よ

る
搬

送
か

ら
、

ト
リ

ア
ー

ジ
、

処
置

、
搬

送
順

位
決

定
な

ど
を

含
ん

だ
訓

練

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

磐
周

医
師

会
・
森

町
病

院
・
多

職
種

合
同

救
護

研
修

会
磐

周
医

師
会

森
町

病
院

、
森

町
医

師
、

医
療

関
係

者
、

行
政

職
員

H
2
6
.1

2
.1

3
災

害
時

に
お

け
る

迅
速

な
救

命
活

動
を

行
う

模
擬

患
者

で
の

ト
リ

ア
ー

ジ
訓

練

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

袋
井

市
救

護
所

従
事

者
研

修
会

袋
井

市
袋

井
市

医
師

会
、

盤
歯

科
医

師
会

、
薬

剤
師

会
な

ど

医
療

関
係

者
：
1
2
0

人
H

2
6
.2

.1
5

大
希

望
災

害
時

の
円

滑
な

医
療

救
護

活
動

実
際

の
小

学
校

を
使

用
し

て
の

救
護

所
訓

練

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

J
A

T
E
C

コ
ー

ス
日

本
外

傷
診

療
機

構
日

本
救

急
医

学
会

日
本

外
傷

学
会

医
師

：
3
2
人

H
2
6
.6

.2
8
～

6
.2

9
重

症
外

傷
初

期
診

療
教

育
外

傷
診

療
に

従
事

す
る

医
師

へ
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
中

心
と

し
た

教
育

を
行

う

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

A
C

L
S
コ

ー
ス

日
本

A
C

L
S
協

会
A

H
A

（
ア

メ
リ

カ
心

臓
病

協
会

）
医

師
、

看
護

師
：
1
2

人

H
2
6
.6

.7
～

6
.8

、
1
0
.4

～
1
0
.5

、
1
2
.2

0
～

1
2
.2

1

成
人

に
対

す
る

救
命

処
置

教
育

重
篤

患
者

に
対

す
る

初
期

診
療

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

中
心

に
教

育
す

る

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

P
A

L
S
コ

ー
ス

日
本

A
C

L
S
協

会
A

H
A

（
ア

メ
リ

カ
心

臓
病

協
会

）
医

師
：
1
2
人

H
2
6
.4

.1
9
～

2
0

重
症

小
児

初
期

診
療

教
育

重
症

小
児

の
初

期
診

療
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
中

心
に

教
育

す
る

1
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部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

J
N

T
E
C

浜
松

コ
ー

ス
日

本
救

急
看

護
学

会
看

護
師

：
3
6
人

H
2
6
.7

.2
6
～

2
7

外
傷

初
期

看
護

教
育

外
傷

診
療

に
従

事
す

る
看

護
師

へ
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
中

心
と

し
た

教
育

を
行

う

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

M
C

L
S
浜

松
コ

ー
ス

日
本

集
団

災
害

医
学

会
医

師
、

看
護

師
、

救
急

隊
員

：
6
4
人

H
2
7
.1

.2
4
～

2
5

局
地

災
害

対
応

能
力

の
向

上
座

学
、

テ
ー

ブ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
含

ん
だ

災
害

対
応

講
習

会

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

IC
L
S
浜

松
医

大
コ

ー
ス

日
本

救
急

医
学

会
医

師
、

看
護

師
：
1
2

人
H

2
6
.8

.1
6

患
者

急
変

時
の

対
応

コ
ー

ス
突

然
の

心
肺

停
止

状
態

に
対

し
て

の
蘇

生
法

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

学
ぶ

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

J
M

E
C

C
浜

松
医

大
コ

ー
ス

日
本

内
科

学
会

医
師

1
2
人

H
2
7
.3

.2
1

重
症

救
急

患
者

の
初

期
対

応
に

つ
い

て
学

ぶ

救
急

災
害

医
学

講
座

／
救

急
部

県
西

部
災

害
支

援
ナ

ー
ス

研
修

会
静

岡
県

看
護

協
会

看
護

師
：
約

7
0
人

H
2
6
.9

.2
7
、

H
2
6
.1

0
.5

災
害

看
護

教
育

静
岡

県
看

護
協

会
が

行
う

災
害

看
護

講
習

会
へ

の
講

師
派

遣

臨
床

腫
瘍

学
講

座
、

が
ん

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

平
成

２
６

年
度

市
民

公
開

講
座

が
ん

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

、
臨

床
腫

瘍
学

講
座

一
般

：
5
5
人

H
2
6
.9

.6
地

域
に

が
ん

に
つ

い
て

の
知

識
・

情
報

を
広

く
公

開
し

知
識

の
普

及
と

啓
発

を
図

る
市

民
公

開
講

座

地
域

医
療

学
講

座
地

域
医

療
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
 i
n
 ふ

く
ろ

い 「
み

ん
な

で
育

む
地

域
医

療
」

浜
松

医
科

大
学

、
静

岡
県

西
部

保
健

所
、

N
P

O
法

人
ブ

ラ
イ

ツ
、

f.
a.

n
.地

域
医

療
を

育
む

会
、

御
前

崎
市

地
域

医
療

を
育

む
会

、
森

町
病

院
友

の
会

、
地

域
医

療
い

わ
た

、
菊

川
市

地
域

医
療

を
守

る
会

市
民

：
2
8
2
人

H
2
6
.9

.2
0

地
域

医
療

の
育

む
取

り
組

み
に

関
す

る
市

民
へ

の
啓

発

“
地

域
医

療
を

考
え

る
月

間
”
推

進
事

業
と

し
て

、
住

民
・
行

政
・
医

療
者

の
協

働
の

輪
を

築
く
た

め
、

地
域

住
民

に
対

し
て

「
 5

つ
の

“
か

”
」
活

動
へ

の
参

加
を

呼
び

か
け

た

児
童

青
年

期
精

神
医

学
講

座
浜

松
医

大
精

神
科

・
児

童
精

神
科

合
同

連
続

講
座

第
5
回

目
精

神
医

学
講

座
・
児

童
青

年
期

精
神

医
学

講
座

な
し

医
学

生
、

研
修

医
、

小
児

科
医

、
神

科
医

：
6
7
人

H
2
7
.1

.1
0
～

1
1

医
師

の
育

成
不

安
障

害
と

発
達

障
害

臨
床

医
学

教
育

学
講

座
第

2
回

「
親

子
で

学
ぶ

医
学

セ
ミ

ナ
ー

」
本

学
医

学
科

学
生

　
H

M
S
T

（
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

）

静
岡

県
在

住
小

学
生

と
そ

の
保

護
者

1
5
組

3
0
人

H
2
6
.4

.5
 医

療
現

場
の

紹
介

に
よ

る
、

健
康

・
福

祉
に

対
す

る
興

味
の

向
上

等

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

を
使

っ
た

診
療

ブ
ー

ス
を

設
け

、
診

察
や

医
療

行
為

を
児

童
に

経
験

し
て

も
ら

う

基
礎

看
護

学
講

座
ひ

ら
め

き
☆

と
き

め
き

サ
イ

エ
ン

ス
～

よ
う

こ
そ

大
学

の
研

究
室

へ
～

K
A

K
E
N

H
I

基
礎

看
護

学
講

座
三

浦
克

敏
J
S
T

高
校

生
：
2
2
人

H
2
6
.7

.2
8

高
校

生
が

医
学

や
生

命
科

学
を

体
験

を
通

し
て

学
ぶ

「
感

じ
て

み
よ

う
体

の
不

思
議

」
を

テ
ー

マ
と

す
る

、
高

校
生

の
体

験
型

実
習

地
域

看
護

学
講

座
（
公

衆
衛

生
看

護
学

）

管
理

監
督

者
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

会
浜

松
労

働
基

準
協

会
浜

松
地

区
の

事
業

場
人

事
労

務
担

当
者

等
：
2
5
人

H
.2

6
.7

.7
事

業
場

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
と

し
て

、
管

理
監

督
者

の
役

割
を

学
ぶ

管
理

監
督

者
が

小
グ

ル
ー

プ
で

ア
ク

テ
ィ

ブ
リ

ス
ニ

ン
グ

を
学

ぶ
こ

と
に

よ
っ

て
、

事
業

場
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
対

策
を

推
進

す
る

で
き

る
よ

う
指

導

地
域

看
護

学
講

座
（
公

衆
衛

生
看

護
学

）

平
成

2
6
年

度
認

知
行

動
療

法
を

取
り

入
れ

た
睡

眠
に

関
す

る
保

健
指

導
研

修
会

静
岡

県
健

康
福

祉
部

（
健

康
増

進
課

・
障

害
福

祉
課

・
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

県
、

市
町

村
、

事
業

場
保

健
師

等
：

5
2
人

H
.2

6
.8

.4

認
知

行
動

療
法

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
睡

眠
保

健
指

導
を

知
り

、
効

果
的

な
保

健
指

導
が

で
き

る
よ

う
ス

キ
ル

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

う
つ

病
・
自

殺
、

生
活

習
慣

病
の

予
防

を
図

る

睡
眠

保
健

指
導

に
つ

い
て

、
理

論
及

び
認

知
行

動
療

法
視

点
を

取
り

入
れ

た
講

義
･演

習

1
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部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

地
域

看
護

学
講

座
（
公

衆
衛

生
看

護
学

）
健

康
ふ

じ
２

１
計

画
Ⅱ

富
士

市
保

健
部

健
康

対
策

課

富
士

市
健

康
ふ

じ
2
1
計

画
Ⅱ

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

事
務

局
保

健
師

等
：
2
0
人

H
2
6
.1

0
.2

富
士

市
健

康
ふ

じ
２

１
計

画
Ⅱ

の
推

進
を

図
る

富
士

市
健

康
ふ

じ
２

１
計

画
Ⅱ

ア
ク

シ
ョ

ン
ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
実

施
計

画
･評

価
に

つ
い

て
指

導

地
域

看
護

学
講

座
（
公

衆
衛

生
看

護
学

）

岡
崎

市
地

域
･職

域
保

健
連

絡
会

議
及

び
西

三
河

南
部

東
医

療
圏

地
域

･
職

域
連

携
合

同
研

修
会

岡
崎

市
保

健
部

健
康

増
進

課
、

西
尾

保
健

所
総

務
企

画
課

圏
域

事
業

所
の

人
事

担
当

者
、

健
師

等
：
3
3
人

　
(含

事
務

局
）

H
2
7
.2

.2
0

事
業

所
と

岡
崎

市
、

圏
域

保
健

所
が

保
健

事
業

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

、
連

携
し

て
従

業
員

及
び

岡
崎

市
民

の
健

康
づ

く
り

の
推

進
を

図
る

事
業

所
で

健
康

課
題

と
な

っ
て

い
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
「
睡

眠
と

う
つ

病
」
の

講
演

を
実

施
。

そ
の

後
地

域
･職

域
連

携
会

議
に

お
い

て
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

の
活

動
方

法
に

つ
い

て
助

言
指

導

地
域

看
護

学
講

座
（
公

衆
衛

生
看

護
学

）

看
護

職
の

た
め

の
睡

眠
保

健
指

導
セ

ミ
ナ

ー
地

域
看

護
学

講
座

公
衆

衛
生

看
護

学

浜
松

市
保

健
師

、
浜

松
市

内
の

事
業

所
保

健
師

：
4
5
人

H
2
6
.1

2
.2

2
保

健
師

に
必

要
な

保
健

指
導

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

睡
眠

の
基

礎
知

識
及

び
要

因
別

保
健

指
導

に
つ

い
て

講
演

を
し

た

地
域

看
護

学
講

座
（
公

衆
衛

生
看

護
学

）
牧

之
原

市
自

殺
予

防
専

門
研

修
会

牧
之

原
市

健
康

福
祉

部
健

康
推

進
課

牧
之

原
市

保
健

師
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
産

業
保

健
師

等
：
2
0
人

H
2
7
.3

.1
9

自
殺

予
防

を
目

的
に

保
健

指
導

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

自
殺

予
防

の
一

方
法

と
し

て
、

睡
眠

障
害

と
う

つ
病

の
関

連
、

睡
眠

保
健

指
導

の
方

法
に

つ
い

て
講

義

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

静
岡

県
西

部
新

生
児

蘇
生

法
講

習
会

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

大
石

　
彰

本
学

静
岡

県
西

部
の

周
産

期
医

療
関

係
者

：
7
-
2
2
人

H
2
6
.5

.2
4
、

H
2
6
.6

.1
4
、

H
2
6
.1

0
.1

1
、

H
2
7
.3

.7

新
生

児
蘇

生
法

の
普

及
日

本
周

産
期

・
新

生
児

医
学

会
公

認
の

新
生

児
蘇

生
法

講
習

会
を

開
催

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

静
岡

県
西

部
新

生
児

蘇
生

法
講

習
会

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

大
石

　
彰

菊
川

病
院

静
岡

県
西

部
の

周
産

期
医

療
関

係
者

：
1
6
人

H
2
7
.2

.1
4

新
生

児
蘇

生
法

の
普

及
日

本
周

産
期

・
新

生
児

医
学

会
公

認
の

新
生

児
蘇

生
法

講
習

会
を

開
催

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

静
岡

県
西

部
新

生
児

症
例

検
討

会
地

域
周

産
期

医
療

学
講

座
飯

嶋
重

雄
本

学
静

岡
県

西
部

の
周

産
期

医
療

関
係

者
：
1
5
-
2
5
人

H
2
6
.5

.2
3
、

H
2
6
.6

.2
7
、

H
2
6
.9

.2
6
、

H
2
6
.1

1
.2

8

静
岡

県
西

部
の

新
生

児
医

療
関

係
者

へ
の

啓
蒙

新
生

児
診

療
上

の
問

題
点

に
関

す
る

討
論

、
意

見
交

換

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

静
岡

県
西

部
新

生
児

症
例

検
討

会
地

域
周

産
期

医
療

学
講

座
飯

嶋
重

雄
本

学
静

岡
県

西
部

の
周

産
期

医
療

関
係

者
：
1
5
-
2
0
人

H
2
7
.1

.2
3
、

H
2
7
.2

.2
7
、

H
2
7
.3

.2
7

静
岡

県
西

部
の

新
生

児
医

療
関

係
者

へ
の

啓
蒙

新
生

児
診

療
上

の
問

題
点

に
関

す
る

討
論

、
意

見
交

換

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

新
生

児
医

療
講

演
会

地
域

周
産

期
医

療
学

講
座

飯
嶋

重
雄

本
学

静
岡

県
西

部
の

周
産

期
医

療
関

係
者

：
2
0
-
3
0
人

H
2
6
.5

.9
、

H
2
6
.7

.1
9

静
岡

県
西

部
の

新
生

児
医

療
関

係
者

へ
の

最
新

知
見

の
普

及
新

生
児

医
療

の
最

新
知

見
に

関
す

る
教

育
講

演

メ
デ

ィ
カ

ル
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
研

究
セ

ン
タ

ー
（
分

子
病

態
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
）

夢
・
化

学
-
2
1
 高

校
生

の
た

め
の

化
学

講
座

日
本

化
学

会
東

海
支

部
静

岡
大

学
工

学
部

化
学

バ
イ

オ
工

学
科

地
域

高
校

生
、

教
員

他
、

1
0
0
人

H
2
6
.1

2
.7

高
校

生
に

化
学

の
楽

し
さ

を
啓

蒙
す

る
地

域
の

研
究

者
3
名

が
各

自
の

関
連

分
野

を
高

校
生

向
け

に
解

説
し

た

1
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部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

メ
デ

ィ
カ

ル
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
研

究
セ

ン
タ

ー
（
生

体
機

能
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
室

）

焼
津

市
医

師
会

学
術

講
演

会
焼

津
医

師
会

第
一

三
共

㈱
2
0
人

H
2
6
.1

1
.2

7
認

知
症

の
啓

蒙
認

知
症

の
診

断
・
薬

物
治

療
に

つ
い

て
の

講
演

メ
デ

ィ
カ

ル
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
研

究
セ

ン
タ

ー
（
生

体
機

能
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
室

）

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
養

成
研

修
浜

松
市

保
健

所
4
5
人

H
2
6
.1

2
.4

ヘ
ル

パ
ー

養
成

難
病

の
教

育

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
の

発
達

研
究

セ
ン

タ
ー

「
子

ど
も

の
こ

こ
ろ

の
発

達
研

究
」
講

演
会

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
の

発
達

研
究

セ
ン

タ
ー

・
浜

松
セ

ン
タ

ー

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

ア
ス

ペ
・
エ

ル
デ

の
会

、
浜

松
市

一
般

市
民

、
教

育
関

係
職

員
：
約

2
5
0

人
H

2
6
.4

.2
自

閉
症

と
発

達
障

害
に

対
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
「
世

界
自

閉
症

啓
発

デ
ー

」
に

併
せ

自
閉

症
に

関
す

る
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

講
演

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
の

発
達

研
究

セ
ン

タ
ー

こ
ど

も
の

精
神

保
健

フ
ォ

ー
ラ

ム
浜

松
医

大
精

神
神

経
科

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
の

発
達

研
究

セ
ン

タ
ー

静
岡

市
教

育
委

員
会

静
岡

県
臨

床
心

理
士

会
等

子
ど

も
の

精
神

保
健

に
関

係
す

る
方

：
1
0
0
人

H
2
6
.6

.2
9

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
に

関
す

る
知

識
を

深
め

る
と

共
に

、
各

機
関

と
の

連
携

を
深

め
る

子
ど

も
の

精
神

医
学

の
講

演
と

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

に
よ

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
の

発
達

研
究

セ
ン

タ
ー

こ
ど

も
の

精
神

保
健

フ
ォ

ー
ラ

ム
浜

松
医

大
精

神
神

経
科

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
の

発
達

研
究

セ
ン

タ
ー

静
岡

市
教

育
委

員
会

静
岡

県
臨

床
心

理
士

会
等

子
ど

も
の

精
神

保
健

に
関

係
す

る
方

：
1
0
0
人

H
2
6
.1

2
. 
1
4

子
ど

も
の

こ
こ

ろ
に

関
す

る
知

識
を

深
め

る
と

共
に

、
各

機
関

と
の

連
携

を
深

め
る

子
ど

も
の

精
神

医
学

の
講

演
と

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

に
よ

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

第
三

内
科

（
免

疫
・
リ

ウ
マ

チ
内

科
）

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

H
2
6
年

度
第

1
回

市
民

公
開

講
座

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

関
節

リ
ウ

マ
チ

患
者

：
2
0
0
人

H
2
6
.6

.2
1

リ
ウ

マ
チ

知
識

の
普

及
講

演

第
三

内
科

（
免

疫
・
リ

ウ
マ

チ
内

科
）

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

H
2
6
年

度
第

2
回

市
民

公
開

講
座

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

関
節

リ
ウ

マ
チ

患
者

：
2
0
0
人

H
2
6
.1

1
. 
1
5

リ
ウ

マ
チ

知
識

の
普

及
講

演

第
三

内
科

（
免

疫
・
リ

ウ
マ

チ
内

科
）

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
学

術
講

演
会

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

医
療

従
事

者
：
5
0

人
H

2
6
.7

.1
2

リ
ウ

マ
チ

知
識

の
普

及
講

演

第
三

内
科

（
免

疫
・
リ

ウ
マ

チ
内

科
）

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
学

術
講

演
会

静
岡

リ
ウ

マ
チ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

医
療

従
事

者
：
5
0

人
H

2
6
.9

.2
4

リ
ウ

マ
チ

知
識

の
普

及
講

演

第
三

内
科

（
免

疫
・
リ

ウ
マ

チ
内

科
）

E
-
R

A
 i
n
 E

n
sh

u
 (
E
xp

e
rt

-
R

A
 c

ar
e

te
am

 i
n
 E

n
sh

u
)

E
-
R

A
 i
n
 E

n
sh

u
  
(E

xp
e
rt

-
R

A
 c

ar
e
 t

e
am

 i
n
 E

n
sh

u
)

遠
州

地
区

で
リ

ウ
マ

チ
診

療
に

従
事

す
る

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

：
1
0
人

程
度

H
2
6
.5

～
現

在
リ

ウ
マ

チ
知

識
の

普
及

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
専

門
職

教
育

主
に

ネ
ッ

ト
ツ

ー
ル

に
よ

る
情

報
の

交
換

、
講

演
会

の
案

内
等

精
神

科
神

経
科

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ミ

ナ
ー

精
神

科
神

経
科

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
岡

本
記

念
財

団
、

日
本

森
田

療
法

学
会

、
沼

津
市

、
浜

松
市

7
0
人

H
2
6
.1

1
.1

5
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
啓

発
、

一
般

市
民

へ
の

理
解

普
及

と
社

会
貢

献
森

田
療

法
の

実
際

と
対

応
に

つ
い

て

小
児

科
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
で

の
小

児
疾

患
に

関
す

る
講

義
藤

澤
泰

子
N

P
O

法
人

　
こ

ろ
こ

ろ
ネ

ッ
ト

子
育

て
支

援
者

:3
0

人
H

2
6
.9

.8
子

育
て

支
援

者
へ

の
教

育
講

義

小
児

科
学

校
医

部
総

会
講

演
浜

松
市

医
師

会
浜

松
市

医
師

会
会

員
、

県
内

小
中

高
等

学
校

養
護

教
員

1
0
0
人

H
2
6
.6

.2
8

講
習

会
講

習
会

「
学

校
管

理
下

に
お

け
る

突
然

死
と

そ
の

予
防

に
つ

い
て

」

1
8



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

小
児

科
平

成
2
5
年

袋
井

市
子

ど
も

の
健

康
と

食
を

考
え

る
会

小
児

科
　

福
家

辰
樹

袋
井

市
栄

養
士

：
5
0
人

H
2
6
.5

.2
7

県
内

学
校

等
の

保
健

事
業

関
係

者
（
教

師
、

養
護

教
諭

、
保

母
、

保
健

婦
な

ど
）
に

対
す

る
啓

発

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
学

校
生

活
で

の
注

意
点

な
ど

を
講

義

小
児

科
ア

レ
ル

ギ
ー

大
学

小
児

科
　

福
家

辰
樹

N
P

O
法

人
ア

レ
ル

ギ
ー

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

栄
養

士
、

調
理

師
、

看
護

師
、

患
者

な
ど

：
5
0
人

H
2
6
.6

.1
4

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
を

持
つ

小
児

に
関

わ
り

を
持

つ
看

護
師

・
栄

養
士

・
家

族
へ

の
啓

発

あ
い

ち
小

児
医

療
セ

ン
タ

ー
監

修
し

東
海

北
陸

地
方

を
中

心
と

し
た

教
育

活
動

小
児

科
静

岡
県

保
険

医
協

会
西

部
支

部
学

術
研

究
会

小
児

科
　

福
家

辰
樹

静
岡

県
保

険
医

協
会

医
師

/
歯

科
医

1
1
0

人
H

2
6
.7

.8
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
つ

い
て

最
新

の
診

療
を

啓
発

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
学

校
生

活
で

の
注

意
点

な
ど

を
講

義

小
児

科
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

研
修

会
小

児
科

　
福

家
辰

樹
愛

知
県

丹
羽

郡
扶

桑
町

学
校

職
員

、
栄

養
士

：
2
0
0
人

H
2
6
.7

.9
愛

知
県

東
部

地
区

の
保

健
事

業
関

係
者

（
教

師
、

養
護

教
諭

、
保

母
、

保
健

婦
な

ど
）
に

対
す

る
啓

発

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
学

校
生

活
で

の
注

意
点

な
ど

を
講

義

小
児

科
豊

田
加

茂
小

児
科

若
手

の
会

小
児

科
　

福
家

辰
樹

豊
田

加
茂

小
児

科
医

師
：
2
0
人

H
2
6
.7

.1
6

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

の
治

療
法

に
つ

い
て

最
新

の
診

療
を

啓
発

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
学

校
生

活
で

の
注

意
点

な
ど

を
講

義

小
児

科
静

岡
市

子
ど

も
未

来
局

子
ど

も
未

来
課

小
児

科
　

福
家

辰
樹

静
岡

市
子

ど
も

未
来

局
子

ど
も

未
来

課
栄

養
士

：
5
0
人

H
2
6
.7

.1
7

県
内

学
校

等
の

保
健

事
業

関
係

者
（
教

師
、

養
護

教
諭

、
保

母
、

保
健

婦
な

ど
）
に

対
す

る
啓

発

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
学

校
生

活
で

の
注

意
点

な
ど

を
講

義

小
児

科
中

東
遠

ア
レ

ル
ギ

ー
研

究
会

小
児

科
　

福
家

辰
樹

中
東

遠
ア

レ
ル

ギ
ー

研
究

会
務

医
、

開
業

医
：
2
0

人
H

2
6
.1

0
.2

3
小

児
の

ア
レ

ル
ギ

ー
診

療
や

治
療

法
に

つ
い

て
最

新
情

報
を

啓
発

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
学

校
生

活
で

の
注

意
点

な
ど

を
講

義

小
児

科
子

ど
も

の
ア

レ
ル

ギ
ー

・
緊

急
時

対
応

研
修

会
小

児
科

　
福

家
辰

樹
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

ア
レ

ル
ギ

ー
を

考
え

る
母

の
会

学
校

・
園

、
保

育
所

、
学

童
保

育
指

導
員

な
ど

関
係

職
員

：
1
0
0
人

H
2
6
.1

2
.1

2
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

を
持

つ
小

児
に

関
わ

り
を

持
つ

家
族

や
関

係
者

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
小

児
の

ア
レ

ル
ギ

ー
診

療
全

般
に

つ
い

て
講

義

小
児

科
花

粉
症

学
術

講
演

会
小

児
科

　
福

家
辰

樹
協

和
発

酵
キ

リ
ン

(株
)

医
師

5
0
人

H
2
7
.2

.1
4

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

情
報

を
共

有
し

小
児

科
耳

鼻
科

診
療

連
携

を
図

る

浜
松

市
内

お
よ

び
近

隣
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

に
対

し
小

児
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

全
般

に
つ

い
て

講
演

小
児

科
女

性
医

師
支

援
セ

ン
タ

ー
共

催
小

児
科

勉
強

会
小

児
科

　
福

家
辰

樹
女

性
医

師
支

援
セ

ン
タ

ー
共

催
小

児
科

勉
強

会
医

師
：
2
0
人

H
2
7
.3

.2
1

小
児

の
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
治

療
法

に
つ

い
て

最
新

情
報

を
啓

発

近
年

対
応

に
変

化
を

求
め

ら
れ

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

診
療

や
学

校
生

活
で

の
注

意
点

な
ど

を
講

義

第
一

外
科

（
乳

腺
外

科
）

浜
松

乳
が

ん
情

報
局

第
１

8
回

市
民

公
開

講
座

N
P

O
法

人
が

ん
情

報
局

一
般

市
民

：
約

2
0
0

人
H

2
6
.8

.2
4

乳
が

ん
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
基

調
講

演
、

市
民

か
ら

の
質

問
に

対
す

る
回

答
、

運
営

者
・
司

会
と

し
て

参
加

第
一

外
科

（
乳

腺
外

科
）

浜
松

乳
が

ん
情

報
局

第
1
9
回

市
民

公
開

講
座

N
P

O
法

人
が

ん
情

報
局

一
般

市
民

：
約

2
0
0

人
H

2
7
.2

.1
5

乳
が

ん
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及

基
調

講
演

1
時

間
市

民
か

ら
の

質
問

に
対

す
る

回
答

2
時

間
運

営
者

演
者

と
し

て
参

加

第
一

外
科

（
乳

腺
外

科
）

静
岡

県
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

講
習

会
静

岡
県

技
師

：
5
0
人

H
2
6
.1

2
.6

M
M

G
検

診
推

進
の

た
め

の
技

術
指

導
講

演

1
9



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

第
一

外
科

（
乳

腺
外

科
）

浜
松

市
乳

癌
検

診
　

二
次

読
影

浜
松

医
師

会
1
0
0
例

/
回

の
二

次
読

影
H

2
4
.4

～
毎

月
１

回
乳

癌
の

早
期

発
見

2
次

読
影

者

第
一

外
科

（
乳

腺
外

科
）

静
岡

県
デ

ジ
タ

ル
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

研
修

会
静

岡
県

医
師

：
1
0
人

技
師

：
6
0
人

H
2
7
.2

.8
M

M
G

検
診

野
た

め
の

デ
ジ

タ
ル

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
の

研
修

お
よ

び
読

影
技

術
指

導
講

演
及

び
グ

ル
ー

プ
講

習
講

師

第
一

外
科

（
乳

腺
外

科
）

看
護

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
1

N
P

O
法

人
が

ん
情

報
局

看
護

師
：
4
0
人

H
2
6
.7

.2
6

看
護

師
へ

の
指

導
講

演

第
一

外
科

（
乳

腺
外

科
）

東
海

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
養

成
講

座
東

海
が

ん
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
医

師
、

薬
剤

師
：

5
0
人

H
2
6
.7

.2
7

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

へ
の

指
導

講
演

第
一

外
科

（
呼

吸
器

外
科

）
肺

癌
検

診
従

事
者

講
習

会
浜

松
市

医
師

会
約

1
0
0
人

H
2
6
.1

0
.1

0
地

域
医

療
従

事
者

へ
の

専
門

研
修

、
教

育
活

動
肺

が
ん

検
診

精
査

症
例

に
つ

い
て

の
講

演

第
一

外
科

（
呼

吸
器

外
科

）
浜

松
市

肺
癌

検
診

　
二

次
読

影
浜

松
市

医
師

会
2
0
0
人

/
回

の
二

次
読

影
H

2
6
.4

～
毎

月
2

回
肺

癌
の

早
期

発
見

開
業

医
が

一
次

読
影

し
た

胸
部

X
線

フ
ィ

ル
ム

を
医

師
会

読
影

室
に

お
い

て
、

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
の

二
次

読
影

を
行

う
。

第
一

外
科

（
呼

吸
器

外
科

）
藤

枝
東

高
校

模
擬

講
義

藤
枝

東
高

校
藤

枝
東

高
等

学
校

2
年

生
H

2
6
.1

0
.1

6
高

校
生

の
啓

蒙
、

動
機

づ
け

高
校

生
へ

の
模

擬
講

義

第
一

外
科

（
心

臓
血

管
外

科
）

国
保

診
療

報
酬

審
査

委
員

会
静

岡
県

国
保

連
合

会
約

8
.0

0
0
人

/
月

毎
月

1
-
2
回

医
療

費
の

適
正

使
用

第
一

外
科

（
一

般
外

科
）

国
保

診
療

報
酬

審
査

委
員

会
静

岡
県

国
保

連
合

会
約

8
.0

0
0
人

/
月

毎
月

1
-
2
回

医
療

費
の

適
正

使
用

第
一

外
科

（
一

般
外

科
）

浜
松

市
胃

癌
検

診
　

二
次

読
影

浜
松

市
医

師
会

7
0
人

/
回

の
二

次
読

影
毎

月
1
-
2
回

胃
癌

の
早

期
発

見

第
一

外
科

富
士

宮
市

救
急

医
療

セ
ン

タ
ー

富
士

宮
市

月
1
1
日

程
度

地
域

救
急

医
療

体
制

確
保

第
一

外
科

御
殿

場
市

救
急

医
療

セ
ン

タ
ー

御
殿

場
市

月
2
3
日

程
度

地
域

救
急

医
療

体
制

確
保

第
一

外
科

掛
川

医
療

セ
ン

タ
ー

掛
川

市
月

2
日

地
域

救
急

医
療

体
制

確
保

第
一

外
科

、
第

二
外

科
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

ふ
じ

の
く
に

　
こ

こ
ろ

ざ
し

育
成

セ
ミ

ナ
ー

静
岡

県
高

校
1
・
2
年

生
：
6
8

人
H

2
6
.8

.6

医
学

部
（
医

学
科

）
進

学
を

目
指

す
生

徒
に

対
し

、
医

師
を

目
指

す
こ

と
の

意
義

に
つ

い
て

再
認

識
さ

せ
、

将
来

の
本

県
の

医
療

を
支

え
る

人
材

の
育

成
す

る

医
師

に
よ

る
講

話
（
医

療
関

係
者

と
の

質
疑

応
答

）
、

施
設

見
学

、
模

擬
体

験

皮
膚

科
遠

州
皮

膚
科

医
会

皮
膚

科
学

講
座

浜
松

市
内

の
皮

膚
科

開
業

医
5
0
人

H
2
6
.4

.1
～

H
2
7
.3

.3
1

地
域

医
療

連
携

地
域

開
業

医
と

の
勉

強
会

お
よ

び
医

療
連

携

2
0



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

泌
尿

器
科

腎
移

植
と

い
う

選
択

in
浜

松
浜

松
医

科
大

学
泌

尿
器

科
学

講
座

静
岡

県
腎

友
会

、
静

岡
県

泌
尿

器
科

医
会

、
ノ

バ
ル

テ
ィ

ス
フ

ァ
ー

マ
（
株

）
、

（
財

）
静

岡
県

腎
臓

バ
ン

ク

浜
松

市
民

を
中

心
と

し
た

静
岡

県
民

：
1
0
0
人

H
2
6
.4

.2
0

腎
不

全
の

治
療

選
択

に
つ

い
て

学
ん

で
い

た
だ

く
た

め
の

公
開

講
座

講
師

に
よ

る
講

演
、

参
加

者
か

ら
の

質
問

に
対

す
る

解
説

他

泌
尿

器
科

前
立

腺
市

民
公

開
講

座
浜

松
医

科
大

学
泌

尿
器

科
学

講
座

旭
化

成
フ

ァ
ー

マ
株

式
会

社
、

ア
ス

テ
ラ

ス
製

薬
株

式
会

社
、

ア
ス

ト
ラ

ゼ
ネ

カ
株

式
会

社
、

武
田

薬
品

工
業

株
式

会
社

、
浜

北
医

師
会

、
浜

松
医

師
会

、
浜

松
市

、
静

岡
県

泌
尿

器
科

医
会

浜
松

市
民

：
3
0
0
人

H
2
7
.2

.8
最

新
の

前
立

腺
検

診
・
肥

大
症

・
癌

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
で

前
立

腺
疾

患
治

療
に

貢
献

す
る

講
師

に
よ

る
講

演
、

参
加

者
か

ら
の

質
問

に
対

す
る

解
説

他

耳
鼻

咽
喉

科
耳

の
日

市
民

公
開

講
座

日
本

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
静

岡
県

地
方

部
会

同
左

一
般

人
：
1
3
0
人

H
2
7
.2

.2
8

啓
蒙

活
動

講
演

「
耳

鼻
の

ど
の

病
気

」
「
高

齢
者

の
め

ま
い

と
耳

鳴
り

の
治

療
」

放
射

線
科

地
域

医
療

支
援

浜
松

市
通

年
佐

久
間

病
院

の
支

援
佐

久
間

病
院

か
ら

依
頼

の
あ

っ
た

C
T
検

査
、

M
R

I検
査

の
読

影

放
射

線
科

遠
州

病
院

市
民

公
開

講
座

遠
州

病
院

地
元

住
民

：
約

1
0
0

人
H

2
6
.1

1
.1

5
地

元
住

民
へ

の
教

育
活

動
公

開
講

座
「
知

っ
て

お
き

た
い

放
射

線
治

療
の

は
な

し
」

形
成

外
科

（
藤

原
雅

雄
）

は
ま

ま
つ

次
世

代
光

・
健

康
医

療
産

業
創

出
拠

点
事

業
・
浜

松
/
東

三
河

ラ
イ

フ
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

事
業

浜
松

商
工

会
議

所
・
浜

松
医

工
連

携
研

究
会

浜
松

商
工

会
議

所
浜

松
商

工
会

議
所

、
研

究
協

力
係

：
4
0
人

2
0
1
4
.1

2
.1

0
医

療
・
介

護
現

場
と

の
情

報
交

換
会

浜
松

商
工

会
議

所
の

方
々

に
医

療
現

場
に

つ
い

て
の

講
演

会

形
成

外
科

（
藤

原
雅

雄
）

は
ま

ま
つ

次
世

代
光

・
健

康
医

療
産

業
創

出
拠

点
事

業
・
浜

松
/
東

三
河

ラ
イ

フ
フ

ォ
ト

ニ
ク

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

事
業

浜
松

商
工

会
議

所
・
浜

松
医

工
連

携
研

究
会

浜
松

商
工

会
議

所
浜

松
商

工
会

議
所

、
研

究
協

力
係

：
1
5
人

2
0
1
5
.1

.1
4

医
療

・
介

護
現

場
と

の
情

報
交

換
会

浜
松

商
工

会
議

所
の

方
々

に
院

内
説

明
会

（
外

来
・
病

棟
・
手

術
室

）

検
査

部
静

岡
県

臨
床

検
査

デ
ー

タ
標

準
化

静
岡

県
臨

床
検

査
技

師
会

地
域

病
院

検
査

部
H

2
6
.4

～
H

2
7
.3

静
岡

県
内

病
院

の
臨

床
検

査
の

標
準

化
基

幹
病

院
と

し
て

、
検

体
を

測
定

、
ま

た
、

委
員

と
し

て
参

加

検
査

部
平

成
2
6
年

度
　

精
度

管
理

調
査

浜
松

市
保

健
所

地
域

病
院

検
査

部
：
約

5
0
0
人

H
2
6
.8

.1
9

浜
松

市
内

病
院

の
臨

床
検

査
の

標
準

化
基

幹
病

院
と

し
て

、
検

体
を

測
定

検
査

部
平

成
2
6
年

度
　

臨
床

検
査

精
度

管
理

調
査

静
岡

県
医

師
会

地
域

病
院

検
査

部
H

2
6
.1

2
.1

4
静

岡
県

内
病

院
の

臨
床

検
査

の
標

準
化

調
査

に
参

加
、

運
営

委
員

お
よ

び
評

価
者

と
し

て
参

加

材
料

部
産

学
連

携
評

価
モ

デ
ル

拠
点

モ
デ

ル
実

証
事

業
ロ

ー
ラ

ン
ド

D
G

社
経

済
産

業
省

3
8
人

H
2
6
.1

2
.1

2
、

H
2
7
.1

.1
6
、

H
2
7
.2

.2
0
、

H
2
7
.3

.2
6

は
ま

ま
つ

医
工

連
携

拠
点

の
活

動
医

工
連

携
、

地
域

連
携

を
共

同
開

発
で

実
証

2
1



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

材
料

部
県

西
部

病
院

材
料

部
連

絡
協

議
会

浜
松

医
科

大
学

附
属

病
院

（
幹

事
）
、

遠
州

病
院

、
聖

隷
浜

松
病

院
，

聖
隷

三
方

原
病

院
、

天
竜

病
院

、
浜

松
医

療
セ

ン
タ

ー
、

浜
松

赤
十

字
病

院
、

浜
松

労
災

病
院

、
浜

松
市

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
、

佐
久

間
病

院
、

丸
山

病
院

、
浜

松
北

病
院

、
松

田
病

院
、

す
ず

か
け

セ
ン

ト
ラ

ル
病

院
、

浜
松

南
病

院
、

協
立

十
全

病
院

、
市

立
湖

西
病

院
、

浜
名

病
院

浜
松

市
健

康
福

祉
部

、
静

岡
県

西
部

健
康

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
静

岡
県

地
域

医
療

課
・
薬

事
課

、
湖

西
市

健
康

増
進

課

地
域

住
民

全
体

（
協

議
会

メ
ン

バ
ー

）
：
2
3
人

H
2
6
.4

.2
1
、

H
2
6
.7

.1
5
、

H
2
6
.7

.2
8
、

H
2
7
.1

.1
6

静
岡

県
西

部
地

域
の

医
療

機
関

の
材

料
部

が
相

互
に

連
携

し
情

報
を

共
有

す
る

災
害

時
に

お
け

る
地

域
材

料
部

の
協

力
体

制
の

構
築

、
情

報
伝

達
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

材
料

部
特

別
基

礎
講

座
C

S
S
セ

ミ
ナ

ー

浜
松

医
科

大
学

附
属

病
院

、
聖

隷
浜

松
病

院
、

聖
隷

三
方

原
病

院
、

中
東

遠
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
、

静
岡

県
立

こ
ど

も
病

院
、

サ
ク

ラ
精

機
(株

)、
ク

リ
ー

ン
ケ

ミ
カ

ル

静
岡

県
中

材
業

務
研

究
会

、
日

本
医

療
機

器
学

会

滅
菌

技
師

・
士

：
1
7

人
H

2
6
.1

1
.2

2
滅

菌
技

師
・
士

が
知

識
や

技
術

の
研

鑽
を

積
む

こ
と

材
料

部
の

業
務

を
テ

ー
マ

と
す

る
基

礎
講

座
で

、
滅

菌
技

師
・
士

を
対

象
と

す
る

講
義

及
び

施
設

見
学

血
液

浄
化

療
法

部
腎

臓
を

守
っ

て
健

康
寿

命
N

o
.1

浜
松

医
科

大
学

腎
臓

内
科

フ
ァ

イ
ザ

ー
株

式
会

社
一

般
市

民
：
2
0
0
人

H
2
7
.2

.1
1

C
K
D

の
啓

発
患

者
向

け
の

講
演

血
液

浄
化

療
法

部
第

2
2
回

浜
松

市
民

ア
カ

デ
ミ

ー
浜

松
市

中
区

役
所

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

県
西

部
8
大

学
社

会
人

：
8
0
人

H
2
6
.1

0
.1

最
新

の
情

報
と

知
識

と
知

恵
を

分
か

り
や

す
く
解

説
す

る
健

康
寿

命
を

延
ば

す
た

め
の

食
事

・
運

動
療

法
を

解
説

血
液

浄
化

療
法

部
フ

ー
ド

・
デ

リ
メ

デ
ィ

ケ
ア

フ
ー

ズ
シ

ョ
ー

フ
ー

ズ
・
デ

リ
静

岡
県

栄
養

士
会

管
理

栄
養

士
：
1
0
0

人
H

2
6
.4

.1
2

管
理

栄
養

士
の

啓
発

C
K
D

患
者

の
食

事
・
栄

養
療

法
に

つ
い

て
解

説

血
液

浄
化

療
法

部
浜

松
市

内
科

医
会

　
1
0
月

例
会

浜
松

医
内

科
医

会
内

科
開

業
医

：
5
0

人
H

2
6
.1

0
.1

5
Ｃ

Ｋ
Ｄ

診
療

の
啓

発
食

事
・
栄

養
療

法
の

現
状

に
つ

い
て

解
説

血
液

浄
化

療
法

部
西

部
地

区
健

康
づ

く
り

推
進

研
究

会
静

岡
県

栄
養

士
会

西
部

地
区

の
栄

養
士

：
5
0
人

H
2
6
.9

.1
2

管
理

栄
養

士
の

教
育

・
啓

発
活

動
腎

臓
の

機
能

と
疾

患
に

つ
い

て
概

説

血
液

浄
化

療
法

部
御

殿
場

内
科

医
会

勉
強

会
御

殿
場

内
科

医
会

御
殿

場
医

師
会

に
所

属
す

る
内

科
医

：
2
0
人

H
2
6
.9

.2
6

Ｃ
Ｋ

Ｄ
診

療
の

啓
発

高
血

圧
治

療
の

最
前

線
に

つ
い

て
講

演

臨
床

研
究

管
理

セ
ン

タ
ー

西
武

C
R

C
の

会
浜

松
医

科
大

学
と

お
と

う
み

臨
床

試
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

4
1
人

H
2
6
.7

.2
6

C
R

C
の

情
報

共
有

・
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
年

２
回

程
度

持
ち

回
り

で
研

究
会

を
開

催
し

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

臨
床

研
究

管
理

セ
ン

タ
ー

西
武

C
R

C
の

会
浜

松
医

科
大

学
と

お
と

う
み

臨
床

試
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

4
3
人

H
2
7
.2

.7
C

R
C

の
情

報
共

有
・
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
年

２
回

程
度

持
ち

回
り

で
研

究
会

を
開

催
し

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

2
2



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

地
域

医
療

支
援

ふ
じ

の
く
に

地
域

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

静
岡

県
医

学
生

、
医

師
通

年
地

域
医

療
支

援
県

内
へ

の
医

師
確

保
、

医
師

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

臨
床

研
修

指
導

医
講

習
会

浜
松

医
科

大
学

医
学

部
附

属
病

院
臨

床
研

修
セ

ン
タ

ー
本

院
の

協
力

型
臨

床
研

修
病

院

研
修

医
の

指
導

に
あ

た
る

医
師

：
4
1

人
（
学

内
2
6
人

、
学

外
1
5
人

）

H
2
6
.1

1
.8

～
1
1
.9

臨
床

研
修

の
指

導
医

養
成

指
導

医
の

資
質

向
上

及
び

臨
床

研
修

を
行

う
病

院
・
施

設
に

お
け

る
適

切
な

指
導

体
制

の
確

保
を

目
的

と
し

て
厚

労
省

指
針

に
基

づ
き

２
日

間
開

催

腫
瘍

セ
ン

タ
ー

静
岡

が
ん

治
療

フ
ォ

ー
ラ

ム
腫

瘍
セ

ン
タ

ー
院

内
外

の
医

療
従

事
者

：
3
7
人

H
2
6
.1

0
.1

0
研

修
会

教
育

講
演

及
び

特
別

講
演

を
実

施
。

が
ん

治
療

の
現

状
と

課
題

等
を

医
療

ス
タ

ッ
フ

に
報

告
す

る
研

修
会

腫
瘍

セ
ン

タ
ー

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

　
市

民
公

開
講

座
腫

瘍
セ

ン
タ

ー
西

部
医

療
圏

が
ん

診
療

連
携

病
院

・
浜

松
市

浜
松

市
北

遠
地

域
の

住
民

：
4
3
人

H
2
6
.1

0
.2

5
市

民
公

開
講

座
山

間
部

等
の

公
開

講
座

の
開

催
が

少
な

い
地

域
に

向
け

て
医

療
の

基
礎

知
識

の
啓

発
活

動

腫
瘍

セ
ン

タ
ー

が
ん

医
療

従
事

者
研

修
会

腫
瘍

セ
ン

タ
ー

浜
松

市
歯

科
医

師
会

、
浜

松
市

医
師

会

歯
科

医
師

を
中

心
と

し
た

医
療

従
事

者
：
5
5
人

H
2
6
.1

2
.1

5
研

修
会

医
科

歯
科

連
携

に
よ

る
口

腔
ケ

ア
推

進
の

た
め

の
研

修
会

腫
瘍

セ
ン

タ
ー

が
ん

医
療

従
事

者
研

修
会

腫
瘍

セ
ン

タ
ー

浜
松

赤
十

字
病

院
、

浜
松

市
浜

北
医

師
会

医
師

を
中

心
と

し
た

医
療

従
事

者
:1

3
人

H
2
7
.2

.1
3

研
修

会
医

科
歯

科
連

携
に

よ
る

口
腔

ケ
ア

推
進

の
た

め
の

研
修

会

腫
瘍

セ
ン

タ
ー

緩
和

ケ
ア

研
修

会
腫

瘍
セ

ン
タ

ー

西
部

医
療

圏
が

ん
診

療
連

携
病

院
、

引
佐

郡
医

師
会

、
磐

周
医

師
会

、
浜

松
市

浜
北

医
師

会
、

浜
名

医
師

会
、

浜
松

市
医

師
会

が
ん

診
療

に
携

わ
る

医
師

：
1
5
人

H
2
7
.2

.2
1
～

2
.2

2
研

修
会

緩
和

ケ
ア

の
講

義
・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
・
事

例
検

討
を

通
じ

て
緩

和
ケ

ア
の

理
解

・
知

識
・
技

術
の

習
得

肝
疾

患
連

携
相

談
室

静
岡

県
肝

疾
患

診
療

連
携

拠
点

病
院

事
業

　
静

岡
県

西
部

地
区

B
型

肝
炎

セ
ミ

ナ
ー

本
学

医
学

部
附

属
病

院
、

ブ
リ

ス
ト

ル
・
マ

イ
ヤ

ー
ズ

株
式

会
社

医
療

者
：
5
0
人

H
2
6
.6

.2
7

肝
炎

医
療

の
治

療
水

準
の

向
上

と
均

て
ん

化
、

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

を
目

的
と

し
た

医
療

者
向

け
研

修
会

講
演

「
Ｂ

型
肝

炎
の

最
新

治
療

」
「
肝

炎
の

現
況

を
踏

ま
え

て
」

広
島

大
学

大
学

院
医

歯
薬

保
健

学
研

究
院

応
用

生
命

科
学

部
門

 消
化

器
・
代

謝
内

科
学

教
授

 茶
山

 一
彰

肝
疾

患
連

携
相

談
室

静
岡

県
肝

疾
患

診
療

連
携

拠
点

病
院

事
業

　
市

民
公

開
講

座

本
学

医
学

部
附

属
病

院
、

浜
松

市
、

静
岡

県
西

部
保

健
所

浜
松

か
ん

ゆ
う

会
一

般
市

民
：
5
0
人

H
2
6
.7

.2
6

一
般

市
民

へ
の

肝
炎

医
療

の
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
『
も

っ
と

知
ろ

う
！

肝
臓

病
』

講
演

「
Ｃ

型
肝

炎
の

最
新

治
療

～
Ｃ

型
肝

炎
は

治
る

時
代

に
～

」
肝

臓
内

科
診

療
科

長
 小

林
 良

正

肝
疾

患
連

携
相

談
室

患
者

サ
ロ

ン
「
ガ

ー
ベ

ラ
の

会
」

本
学

医
学

部
附

属
病

院
、

浜
松

市
、

静
岡

県
西

部
保

健
所

浜
松

か
ん

ゆ
う

会
患

者
や

そ
の

家
族

な
ど

：
1
7
人

H
2
6
.7

.2
6

患
者

や
そ

の
家

族
な

ど
、

同
じ

立
場

の
人

が
気

軽
に

悩
み

や
体

験
を

語
り

合
う

交
流

の
場

疾
病

や
治

療
体

験
談

や
日

常
生

活
な

ど
を

語
り

合
う

グ
ー

ル
プ

ワ
ー

ク

2
3



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

肝
疾

患
連

携
相

談
室

静
岡

県
肝

疾
患

診
療

連
携

拠
点

病
院

事
業

　
市

民
公

開
講

座
本

学
医

学
部

附
属

病
院

、
岡

県
中

部
保

健
所

一
般

市
民

：
3
1
人

H
2
6
.1

1
.1

一
般

市
民

へ
の

肝
炎

医
療

の
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
『
も

っ
と

知
ろ

う
！

肝
臓

病
』

講
演

「
あ

な
た

の
肝

臓
は

大
丈

夫
？

～
ウ

イ
ル

ス
性

慢
性

肝
炎

の
診

断
と

治
療

～
」
　

肝
臓

内
科

診
療

科
長

 小
林

 良
正

「
肝

臓
病

手
帳

を
使

っ
て

み
よ

う
!!」

肝
疾

患
連

携
相

談
室

　
増

田
順

子

肝
疾

患
連

携
相

談
室

静
岡

県
肝

疾
患

診
療

連
携

拠
点

病
院

事
業

　
市

民
公

開
講

座
本

学
医

学
部

附
属

病
院

、
静

岡
県

西
部

保
健

所
浜

松
か

ん
ゆ

う
会

一
般

市
民

：
7
2
人

H
2
6
.1

1
.2

9

一
般

市
民

へ
の

肝
炎

医
療

の
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
『
も

っ
と

知
ろ

う
！

肝
臓

病
』
　

  
  
  
  
講

演
「
肝

臓
に

や
さ

し
い

食
事

と
は

？
～

肝
炎

・
肝

硬
変

の
食

事
療

法
～

」
　

栄
養

部
副

部
長

 渡
邉

潤

肝
疾

患
連

携
相

談
室

患
者

サ
ロ

ン
「
ガ

ー
ベ

ラ
の

会
」

本
学

医
学

部
附

属
病

院
、

静
岡

県
西

部
保

健
所

浜
松

か
ん

ゆ
う

会
患

者
や

そ
の

家
族

な
ど

：
3
5
人

H
2
6
.1

1
.2

9

患
者

や
そ

の
家

族
な

ど
、

同
じ

立
場

の
人

が
気

軽
に

悩
み

や
体

験
を

語
り

合
う

交
流

の
場

疾
病

や
治

療
体

験
談

や
日

常
生

活
な

ど
を

語
り

合
う

グ
ー

ル
プ

ワ
ー

ク

肝
疾

患
連

携
相

談
室

静
岡

県
肝

疾
患

診
療

連
携

拠
点

病
院

事
業

、
肝

疾
患

か
か

り
つ

け
医

研
修

会
、

静
岡

県
西

部
地

区
C

型
慢

性
肝

炎
セ

ミ
ナ

ー

本
学

医
学

部
附

属
病

院
、

静
岡

県
疾

病
対

策
課

、
中

外
製

薬
株

式
会

社

順
天

堂
大

学
医

学
部

附
属

静
岡

病
院

4
3
人

H
2
5
.1

2
.3

「
肝

疾
患

か
か

り
つ

け
医

」
へ

登
録

し
た

登
録

医
向

け
研

修
会

肝
炎

医
療

の
治

療
水

準
の

向
上

と
均

て
ん

化
、

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

を
目

的
と

し
た

医
療

者
向

け
研

修
会

講
演

1
「
静

岡
県

肝
炎

対
策

推
進

計
画

」
静

岡
県

健
康

福
祉

部
医

療
健

康
局

・
疾

病
対

策
課

長
 奈

良
 雅

文
講

演
2

「
D

A
A

s時
代

の
Ｃ

型
肝

炎
治

療
戦

略
」

大
阪

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
・
消

化
器

内
科

学
講

師
 平

松
 直

樹

肝
疾

患
連

携
相

談
室

静
岡

県
肝

疾
患

診
療

連
携

拠
点

病
院

事
業

、
静

岡
県

西
部

地
区

C
型

慢
性

肝
炎

セ
ミ

ナ
ー

本
学

医
学

部
附

属
病

院
、

中
外

製
薬

株
式

会
社

医
療

者
:5

6
人

H
2
5
.1

2
.3

肝
炎

医
療

の
治

療
水

準
の

向
上

と
均

て
ん

化
、

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

を
目

的
と

し
た

医
療

者
向

け
研

修
会

講
演

「
D

A
A

s時
代

の
Ｃ

型
肝

炎
治

療
戦

略
」

大
阪

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
・
消

化
器

内
科

学
講

師
 平

松
 直

樹

感
染

対
策

室
平

成
2
6
年

度
 浜

松
地

区
 感

染
対

策
地

域
連

携
を

考
え

る
会

浜
松

医
科

大
学

医
学

部
附

属
病

院
感

染
対

策
室

浜
松

地
区

感
染

防
止

対
策

加
算

1
・
2
算

定
施

設
、

保
健

所
な

ど

医
療

従
事

者
・
保

健
所

職
員

　
6
6
人

H
2
7
.2

.4
浜

松
地

区
の

感
染

防
止

対
策

地
域

連
携

の
推

進
浜

松
地

区
の

感
染

防
止

対
策

地
域

連
携

の
活

動
報

告
及

び
情

報
交

換

感
染

対
策

室
S
B

S
ラ

ジ
オ

 サ
ン

デ
ー

ク
リ

ニ
ッ

ク
「
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
季

節
が

始
ま

り
ま

し
た

」

浜
松

医
科

大
学

医
学

部
附

属
病

院
感

染
対

策
室

S
B

S
ラ

ジ
オ

地
域

住
民

H
2
6
.1

1
.2

感
染

症
・
感

染
対

策
に

関
す

る
情

報
提

供
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
一

般
的

知
識

、
治

療
、

予
防

方
法

な
ど

に
つ

い
て

解
説

感
染

対
策

室
「
結

核
の

院
内

感
染

対
策

～
医

療
ス

タ
ッ

フ
が

感
染

し
な

い
た

め
に

～
」

浜
松

医
科

大
学

医
学

部
附

属
病

院
感

染
対

策
室

浜
松

北
病

院
全

職
員

対
象

:5
0
人

H
2
6
.1

0
.1

0
感

染
対

策
講

習
会

浜
松

北
病

院
全

職
員

を
対

象
と

し
た

感
染

対
策

講
習

会

看
護

部
高

校
生

1
日

ナ
ー

ス
体

験
事

業
看

護
部

静
岡

県
看

護
協

会
高

校
生

:3
0
人

H
2
6
.8

.1

多
く
の

高
校

生
に

看
護

・
医

療
に

対
す

る
関

心
を

高
め

看
護

の
道

に
進

ん
で

も
ら

う
た

め
実

際
の

医
療

施
設

で
看

護
師

の
仕

事
を

体
験

し
て

も
ら

う

地
域

の
高

校
生

が
、

看
護

師
と

と
も

に
行

動
し

看
護

業
務

を
見

学
体

験
す

る
こ

と
で

、
将

来
の

職
業

選
択

に
活

か
す

看
護

部
浜

松
医

科
大

学
医

学
部

附
属

病
院

看
護

部
新

人
看

護
職

員
研

修
看

護
部

静
岡

県
健

康
福

祉
部

地
域

医
療

課
院

外
新

人
看

護
職

員
：
延

べ
2
5
人

Ｈ
2
6
.6

.2
3
、

Ｈ
2
6
.9

.3
0
、

Ｈ
2
6
.1

2
.4

、
H

2
7
.3

.4

新
人

看
護

職
員

、
保

健
師

、
助

産
師

が
提

供
す

る
看

護
の

質
の

向
上

並
び

に
新

人
看

護
職

員
等

の
早

期
離

職
防

止
を

図
る

た
め

当
院

の
新

人
看

護
師

と
と

も
に

他
施

設
の

新
人

看
護

職
員

が
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

研
修

を
通

し
て

基
本

的
な

看
護

ケ
ア

を
習

得
す

る

2
4



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

看
護

部
公

開
研

修
会

「
看

護
研

究
の

基
礎

　
研

究
計

画
書

を
書

き
あ

げ
る

！
！

」

看
護

部
、

臨
床

看
護

学
講

座
（
成

人
看

護
）
教

授
　

森
恵

子

院
内

外
看

護
職

：
9
4
人

H
2
6
.6

.1
2

地
域

の
看

護
職

に
も

参
加

し
て

頂
き

、
看

護
実

践
に

活
か

す
看

護
研

究
の

意
義

と
研

究
計

画
書

を
立

て
る

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る

看
護

部

公
開

研
修

会
「
抗

が
ん

剤
の

曝
露

っ
て

何
だ

ろ
う

？
」

「
緩

和
ケ

ア
の

基
礎

知
識

と
考

え
方

に
つ

い
て

看
護

部
専

門
看

護
師

・
認

定
看

護
師

連
絡

会
院

内
外

看
護

職
：

1
0
5
人

H
2
6
.8

.2
9

地
域

の
看

護
職

に
も

参
加

し
て

頂
き

、
が

ん
化

学
療

法
看

護
認

定
看

護
師

・
が

ん
性

疼
痛

看
護

認
定

看
護

師
　

に
よ

る
研

修
に

よ
り

、
看

護
ケ

ア
の

知
識

の
向

上
を

図
る

取
組

み

看
護

部
看

護
倫

理
に

つ
い

て
看

護
部

、
基

礎
看

護
学

講
座

教
授

　
片

山
は

る
み

院
内

外
看

護
職

：
1
3
4
人

H
2
6
.9

.2
4

地
域

の
看

護
職

に
も

参
加

し
て

頂
き

、
看

護
師

の
倫

理
綱

領
、

患
者

の
権

利
、

倫
理

原
則

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
取

組
み

看
護

部

公
開

研
修

会
「
慢

性
疾

患
と

と
も

に
生

活
す

る
患

者
と

家
族

を
支

え
る

患
者

理
解

」
「
高

次
脳

機
能

障
害

患
者

の
理

解
と

支
援

」

看
護

部
、

専
門

看
護

師
・
認

定
看

護
師

連
絡

会
院

内
外

看
護

職
：

9
4
人

H
2
6
.1

0
.3

1

地
域

の
看

護
職

に
も

参
加

し
て

頂
き

、
慢

性
疾

患
看

護
専

門
看

護
師

　
脳

卒
中

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
認

定
看

護
師

に
よ

る
研

修
に

よ
り

、
看

護
ケ

ア
の

知
識

の
向

上
を

図
る

取
組

み

看
護

部
新

看
護

提
供

体
制

研
修

「
Ｐ

Ｎ
Ｓ

（
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
・
ナ

ー
シ

ン
グ

・
シ

ス
テ

ム
）
研

修
」

看
護

部
他

施
設

看
護

職
：

延
べ

2
8
人

Ｈ
2
6
.9

～
Ｈ

2
7
.3

（
計

5
回

）

看
護

提
供

体
制

と
し

て
Ｐ

Ｎ
Ｓ

導
入

を
検

討
し

て
い

る
施

設
に

対
し

基
本

的
な

情
報

提
供

と
見

学
研

修

Ｐ
Ｎ

Ｓ
の

基
本

と
実

際
に

つ
い

て
の

講
義

お
よ

び Ｐ
Ｎ

Ｓ
を

実
践

し
て

い
る

病
棟

の
見

学
と

意
見

交
換

（
2
日

間
研

修
）

看
護

部
Ｃ

Ｖ
ポ

ー
ト

に
必

要
な

専
門

知
識

看
護

部

院
内

医
師

、
看

護
職

員
、

院
外

施
設

看
護

職
員

お
よ

び
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
看

護
師

：
4
6

人

H
2
7
.1

.1
7

Ｃ
Ｖ

ポ
ー

ト
の

知
識

・
取

扱
に

つ
い

て
学

び
安

全
な

治
療

・
ケ

ア
の

実
践

に
つ

な
げ

る

地
域

の
看

護
職

に
も

参
加

し
て

頂
き

、
Ｃ

Ｖ
ポ

ー
ト

に
必

要
な

専
門

知
識

･技
術

の
習

得

看
護

部
浜

松
医

科
大

学
看

護
部

主
催

看
護

研
究

・
実

践
報

告
会

看
護

部
院

内
外

看
護

職
：

延
べ

4
3
3
人

H
2
7
.2

.2
1

院
内

の
看

護
研

究
等

の
成

果
に

つ
い

て
情

報
交

換
し

共
有

す
る

こ
と

で
更

な
る

看
護

の
質

の
向

上
に

繋
げ

る

地
域

の
看

護
職

に
も

参
加

し
て

頂
き

、
看

護
研

究
５

題
・
実

践
報

告
会

２
４

題
示

説
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
Ｐ

Ｎ
Ｓ

体
制

の
定

着
に

向
け

て
」
を

実
施

し
情

報
共

有
や

意
見

交
換

を
行

う

看
護

部
ま

ち
の

保
健

室
静

岡
県

看
護

協
会

西
部

地
区

支
部

　
医

大
看

護
師

1
名

派
遣

地
域

住
民

：
約

3
0

人
H

2
6
.7

.1
6

地
域

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
看

護
に

関
す

る
事

業
血

圧
測

定
・
体

脂
肪

測
定

・
健

康
相

談
等

看
護

部
看

護
教

室
静

岡
県

看
護

協
会

西
部

地
区

支
部

　
医

大
看

護
師

1
名

派
遣

地
域

住
民

：
約

3
0

人
H

2
6
.1

1
.2

9
地

域
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

看
護

に
関

す
る

事
業

「
誤

嚥
性

肺
炎

の
予

防
」
の

企
画

、
運

営

知
財

活
用

推
進

本
部

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
は

ま
ま

つ
2
0
1
4

浜
松

信
用

金
庫

　
法

人
営

業
部

　
地

域
活

性
課

浜
松

商
工

会
議

所
、

浜
松

信
用

金
庫

、
遠

州
信

用
金

庫
は

ま
し

ん
経

営
塾

、
東

海
地

区
し

ん
き

ん
経

営
者

協
議

会

企
業

一
般

：
8
0
0
0

人
Ｈ

2
6
.7

.2
3
～

7
.2

4
地

域
経

済
の

活
性

化
推

進
地

域
企

業
や

大
学

・
支

援
機

関
の

販
路

拡
大

・
受

注
確

保
・
業

務
提

携
・
産

学
連

携
を

支
援

看
護

職
の

臨
床

研
修

等
の

努
力

義
務

化
（
2
0
1
0
年

）
を

ふ
ま

え
、

継
続

教
育

の
充

実
を

目
指

す
、

大
学

病
院

と
し

て
教

育
の

機
会

と
し

て
地

域
の

看
護

師
に

対
し

て
貢

献
す

る
。

静
岡

県
の

看
護

職
員

の
研

修
の

機
会

の
拡

大
を

図
り

資
質

の
向

上
に

資
す

る
た

め

2
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部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

知
財

活
用

推
進

本
部

メ
デ

ィ
カ

ル
メ

ッ
セ

名
古

屋
商

工
会

議
所

 産
業

振
興

部
 モ

ノ
づ

く
り

・
新

産
業

グ
ル

ー
プ

名
古

屋
商

工
会

議
所

産
業

振
興

部
 モ

ノ
づ

く
り

・
新

産
業

グ
ル

ー
プ

企
業

一
般

：
1
8
0
0

人
H

2
7
.2

.1
6

新
た

な
医

療
機

器
の

創
出

医
療

機
器

メ
ー

カ
ー

と
医

療
現

場
、

モ
ノ

づ
く
り

企
業

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
医

療
ニ

ー
ズ

と
技

術
シ

ー
ズ

の
展

示
商

談
を

通
じ

て
、

新
た

な
医

療
機

器
の

創
出

を
目

指
す

医
事

課
富

士
山

衛
生

セ
ン

タ
ー

（
富

士
宮

口
八

合
目

）
開

設
に

伴
う

医
師

等
の

派
遣

浜
松

医
科

大
学

医
学

部
附

属
病

院
第

一
内

科
、

第
二

内
科

、
第

三
内

科
の

医
員

・
大

学
院

生
、

学
部

学
生

富
士

宮
市

富
士

山
登

山
者

H
2
6
.7

.2
5
～

H
2
5
.8

.1
8

登
山

者
の

医
療

救
護

急
病

者
の

診
療

医
事

課
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
浜

松
医

科
大

学
医

学
部

附
属

病
院

が
ん

相
談

支
援

室
静

岡
県

等
患

者
、

家
族

通
年

相
談

業
務

が
ん

に
係

る
医

療
・
福

祉
相

談

医
事

課
日

本
赤

十
字

社
血

液
事

業
支

援
病

院
静

岡
県

日
本

赤
十

字
血

液
セ

ン
タ

ー
浜

松
事

業
所

通
年

地
域

医
療

支
援

献
血

検
診

医
の

派
遣

(述
べ

1
0
0
人

の
医

師
を

派
遣

す
る

た
め

の
調

整
）

医
事

課
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
及

び
防

災
ヘ

リ
等

の
受

入
浜

松
医

科
大

学
医

学
部

附
属

病
院

救
急

部
静

岡
県

等
救

急
患

者
等

通
年

救
急

救
急

患
者

移
送

医
事

課
肝

疾
患

診
療

連
携

拠
点

病
院

浜
松

医
科

大
学

医
学

部
附

属
病

院
肝

疾
患

相
談

支
援

室
静

岡
県

等
患

者
、

家
族

通
年

相
談

業
務

肝
疾

患
に

係
る

医
療

・
福

祉
相

談

医
事

課
開

放
型

図
書

室
浜

松
医

科
大

学
医

学
部

附
属

病
院

図
書

室
医

療
関

係
者

一
般

市
民

通
年

情
報

提
供

一
般

市
民

に
開

放
、

書
籍

の
受

入
か

ら
貸

出
は

随
時

対
応

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
も

設
置

医
事

課
障

害
年

金
相

談
会

医
療

福
祉

支
援

セ
ン

タ
ー

静
岡

県
社

会
保

険
労

務
士

会
患

者
、

家
族

年
４

回
相

談
業

務

医
事

課
退

院
支

援
医

療
福

祉
支

援
セ

ン
タ

ー
訪

問
診

療
医

・
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
他

患
者

、
家

族
通

年
在

宅
医

療
支

援
医

療
依

存
度

の
高

い
患

者
を

在
宅

に
戻

す
連

携
業

務

学
務

課
平

成
２

６
年

度
国

際
交

流
の

つ
ど

い
浜

松
医

科
大

学

外
国

人
留

学
生

・
研

究
者

、
国

際
交

流
事

業
関

係
者

、
地

域
関

係
者

、
本

学
役

員
・
教

職
員

・
学

生
：
8
6
人

（
当

日
出

席
者

数
）

H
2
7
.3

.2

外
国

人
留

学
生

・
研

究
者

と
教

職
員

、
国

際
交

流
事

業
関

係
者

、
国

際
交

流
後

援
者

及
び

地
域

関
係

者
等

と
の

交
流

・
交

歓
を

図
り

、
本

学
へ

の
日

頃
の

支
援

に
対

す
る

感
謝

の
意

を
表

す
と

と
も

に
国

際
交

流
の

推
進

に
資

す
る

立
食

形
式

に
よ

る
懇

親
パ

ー
テ

ィ
（
今

年
度

渡
日

し
た

新
入

留
学

生
の

歓
迎

会
及

び
３

月
に

卒
業

・
修

了
す

る
留

学
生

の
送

別
会

を
兼

ね
る

）

学
務

課
専

門
基

礎
科

目
・
専

門
科

目
等

大
学

授
業

開
放

浜
松

医
科

大
学

県
内

の
高

校
2
～

3
年

生
：
延

べ
3
9
2
人

H
2
6
.6

.9
～

6
.2

0

医
師

、
医

学
研

究
者

又
は

看
護

専
門

職
を

希
望

し
て

い
る

高
校

生
の

学
習

へ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

本
学

へ
の

関
心

を
高

め
る

医
学

科
、

看
護

学
科

で
開

講
し

て
い

る
授

業
に

参
加

し
、

大
学

授
業

を
体

験
す

る

2
6



部
署

名
事

　
　

業
　

　
名

活
動

主
体

連
携

団
体

等
対

象
者

：
人

数
実

施
期

間
（
年

月
日

）
事

業
の

目
的

事
業

の
概

要
又

は
内

容

平
成

2
6
年

度
地

域
貢

献
活

動
状

況
一

覧

学
務

課
浜

松
医

科
大

学
公

開
講

座
浜

松
医

科
大

学
社

会
人

、
学

生
：

1
3
7
人

H
2
6
.7

.1
9
、

H
2
6
.8

.2
、

H
2
6
.8

.9

「
開

か
れ

た
大

学
」
と

し
て

教
育

・
研

究
の

成
果

を
広

く
社

会
に

公
開

し
、

地
域

住
民

と
の

間
に

率
直

な
意

見
交

換
の

場
を

設
け

、
あ

わ
せ

て
地

域
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る

「
健

康
の

た
め

に
知

っ
て

お
き

た
い

話
-
医

療
に

お
け

る
最

新
の

話
題

-
」
を

テ
ー

マ
と

し
て

６
講

座
を

開
催

学
術

情
報

課
静

岡
県

医
療

機
関

図
書

室
連

絡
会

；
定

例
会

及
び

研
修

会
学

術
情

報
課

静
岡

県
内

医
療

機
関

3
8
医

療
機

関
H

2
6
.6

.1
2
、

H
2
6
.1

1
.2

7

医
療

機
関

図
書

室
機

能
及

び
職

員
の

資
質

向
上

を
図

り
、

地
域

医
療

に
貢

献
す

る

医
療

機
関

図
書

室
の

運
営

に
係

る
情

報
の

交
換

、
相

互
協

力
、

研
修

会
の

開
催

学
術

情
報

課
医

療
専

門
学

校
生

を
対

象
と

し
た

文
献

検
索

講
習

会
学

術
情

報
課

静
岡

医
療

科
学

専
門

学
校

3
8
人

H
2
6
.1

1
.1

3
文

献
検

索
の

講
習

に
よ

り
、

医
療

に
貢

献
し

得
る

人
材

育
成

を
補

助
す

る

医
療

系
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
検

索
の

講
習

に
よ

り
、

有
効

な
文

献
の

探
し

方
を

習
得

す
る

学
術

情
報

課
附

属
図

書
館

の
一

般
市

民
開

放
と

地
域

医
療

従
事

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
学

術
情

報
課

年
間

利
用

延
人

数
　

　
3
,0

3
1
人

H
2
6
.4

.1
～

H
2
7
.3

.3
1

図
書

館
を

一
般

市
民

及
び

地
域

医
療

従
事

者
に

開
放

し
、

学
習

又
は

研
究

・
調

査
を

支
援

す
る

一
般

市
民

及
び

地
域

医
療

従
事

者
に

附
属

図
書

館
の

資
料

の
閲

覧
及

び
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

2
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平
成

２
７

年
度

　
各

種
委

員
会

委
員

名
簿

平
成

2
7
年

4
月

1
3
日

現
在

委
員

会
図

書
館

運
営

委
員

会
保

健
管

理
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

ﾒ
ﾃ

ﾞｨ
ｶ
ﾙ

ﾌ
ｫ
ﾄﾆ

ｸ
ｽ
研

究
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

運
営

委
員

会
動

物
実

験
委

員
会

動
物

実
験

施
設

運
営

委
員

会
実

験
実

習
機

器
セ

ン
タ

ー
運

営
委

員
会

安
全

衛
生

委
員

会
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

情
報

基
盤

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会

委
員

長
針

山
図

書
館

長
宮

嶋
セ

ン
タ

ー
長

蓑
島

セ
ン

タ
ー

長
福

田
セ

ン
タ

ー
長

 
鈴

木
（
修

）
理

事
鈴

木
（
修

）
理

事
谷

セ
ン

タ
ー

長

鈴
木

（
修

）
理

事
今

野
副

学
長

針
山

副
学

長

古
屋

教
授

田
中

准
教

授
針

山
教

授
黒

野
准

教
授

谷
教

授

笹
倉

教
授

中
安

教
授

尾
内

教
授

福
田

教
授

浦
野

教
授

岩
城

准
教

授

小
杉

准
教

授

難
波

教
授

加
藤

（
文

）
教

授
海

野
准

教
授

林
教

授
大

園
教

授

福
田

准
教

授
伊

東
准

教
授

鈴
木

（
勝

）
准

教
授

乾
准

教
授

安
田

教
授

巽
教

授
三

浦
（
克

）
教

授
千

々
岩

准
教

授

鈴
木

（
み

）
教

授

事
務

局
次

長
（
教

育
）

学
生

委
員

会
委

員
長

（
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

の
教

授
・
准

教
授

）
加

藤
（
秀

）
准

教
授

加
藤

（
秀

）
准

教
授

（
機

器
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

の
准

教
授

）
安

全
衛

生
責

任
者

医
療

廃
棄

物
処

理
セ

ン
タ

ー
長

内
田

准
教

授
（
副

セ
ン

タ
ー

長
）

学
術

情
報

課
長

大
学

院
博

士
課

程
部

会
長

間
賀

田
教

授
森

下
教

授
森

下
教

授
内

田
准

教
授

衛
生

管
理

者
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
委

員
会

委
員

長
西

尾
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
部

会
長

※
△

榎
本

講
師

山
本

教
授

飼
育

技
術

者
　

高
林

助
教

 
各

室
等

の
責

任
者

の
代

表
４

名
衛

生
工

学
衛

生
管

理
者

学
生

委
員

会
委

員
長

情
報

企
画

室
長

事
務

局
次

長
（
総

務
）

尾
内

教
授

（
学

外
の

学
識

経
験

者
）
1
名

丹
伊

田
准

教
授

保
健

管
理

セ
ン

タ
ー

長
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
専

門
部

会
長

学
術

情
報

課
長

事
務

局
次

長
（
教

育
）

瀬
藤

教
授

早
川

敦
子

早
乙

女
助

教
産

業
医

事
務

局
次

長
（
総

務
）

野
末

技
術

専
門

職
員

保
健

師
星

教
授

河
崎

助
教

保
健

師
事

務
局

次
長

（
病

院
）

人
事

課
(保

健
)

岡
崎

特
任

教
授

記
野

助
教

検
査

部
長

事
務

局
次

長
（
教

育
）

矢
尾

准
教

授
技

術
職

員
の

代
表

１
名

病
理

部
長

施
設

課
長

薬
剤

部
長

看
護

部
長

情
報

医
学

講
座

教
授

事
務

局
次

長
（
総

務
・
病

院
）

事
務

局
次

長
（
教

育
）

人
事

課
長

施
設

課
長

職
員

過
半

数
代

表
者

委
員

会

任
期

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

１
年

：
～

2
8
.3

.3
1

１
年

：
～

2
8
.3

.3
1

１
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

庶
務

学
術

情
報

課
人

事
課

研
究

協
力

課
研

究
協

力
課

研
究

協
力

課
研

究
協

力
課

安
全

衛
生

管
理

セ
ン

タ
ー

施
設

課
情

報
企

画
室

※
放

射
線

健
康

管
理

医
役

職
指

定
役

職
指

定

△
保

健
管

理
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

専
任

教
員

備
考

そ
の

他
の

委
員

以
外

は
同

メ
ン

バ
ー

そ の 他

渡
邉

（
裕

）
施

設
長

 学 長 ・ 理 事

 副 学 長

 学 長 特 別 補 佐

総 合 ・ 基 礎 臨 床 ・ 病 院 看 護

鈴
木

（
哲

）
教

授

鈴
木

（
優

）
准

教
授

森
教

授

深
水

准
教

授

渡
邊

（
泰

）
教

授

2
8
 



平
成

２
７

年
度

　
各

種
委

員
会

委
員

名
簿

平
成

2
7
年

4
月

1
3
日

現
在

委
員

会

委
員

長

任
期

庶
務

備
考そ の 他

 学 長 ・ 理 事

 副 学 長

 学 長 特 別 補 佐

総 合 ・ 基 礎 臨 床 ・ 病 院 看 護

情
報

公
開

・
個

人
情

報
保

護
委

員
会

国
際

交
流

委
員

会
医

の
倫

理
委

員
会

組
換

え
Ｄ

Ｎ
Ａ

実
験

安
全

委
員

会
ヒ

ト
ゲ

ノ
ム

・
遺

伝
子

解
析

研
究

倫
理

審
査

委
員

会
バ

イ
オ

セ
ー

フ
テ

ィ
委

員
会

研
究

推
進

委
員

会
技

術
部

運
営

委
員

会

針
山

副
学

長
小

出
理

事
戸

倉
教

授
丹

伊
田

准
教

授
椙

村
教

授
鈴

木
（
哲

）
教

授
蓑

島
副

学
長

福
田

技
術

部
長

蓑
島

副
学

長
蓑

島
副

学
長

蓑
島

副
学

長
蓑

島
副

学
長

蓑
島

副
学

長

大
磯

教
授

K
u
ra

m
o
to

准
教

授
森

下
教

授
大

磯
教

授
森

下
教

授
妹

尾
准

教
授

谷
教

授
西

尾
准

教
授

大
磯

教
授

妹
尾

准
教

授

西
尾

准
教

授

瀬
藤

教
授

佐
藤

（
康

）
教

授
尾

内
教

授
浦

野
教

授
椙

村
教

授
堀

井
教

授
北

川
教

授
　

尾
内

教
授

渡
部

（
加

）
教

授

池
上

准
教

授
武

井
教

授
丹

伊
田

准
教

授
内

田
准

教
授

内
田

准
教

授
福

田
教

授
　

浦
野

教
授

矢
尾

准
教

授
山

本
教

授
　

瀬
藤

教
授

間
賀

田
教

授
　

星
教

授

矢
尾

准
教

授

加
藤

（
文

）
教

授
峯

田
教

授
戸

倉
教

授
　

緒
方

教
授

宮
嶋

教
授

栗
田

准
教

授

木
村

教
授

麻
酔

・
蘇

生
学

講
座

教
授

（
予

定
）

竹
下

准
教

授
森

教
授

船
井

准
教

授
前

川
教

授
堀

田
教

授

緒
方

教
授

鈴
木

（
み

）
教

授
森

（
恵

）
教

授
三

浦
（
克

）
教

授
佐

藤
（
直

）
教

授
三

浦
（
克

）
教

授
山

下
助

教

鈴
木

（
み

）
教

授

谷
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
長

国
際

交
流

会
館

主
事

鈴
木

（
哲

）
教

授
（
安

全
主

任
者

）
（
個

人
情

報
管

理
者

）
動

物
実

験
委

員
会

委
員

長
事

務
局

次
長

（
総

務
）

動
物

実
験

施
設

長

総
務

課
長

事
務

局
長

前
川

教
授

（
副

安
全

主
任

者
）

木
村

教
授

組
換

え
D

N
A

実
験

安
全

委
員

会
委

員
長

医
療

廃
棄

物
処

理
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

長

事
務

局
次

長
（
総

務
）

鈴
木

敏
弘

（
弁

護
士

）
産

業
医

等
（
学

外
の

学
識

経
験

者
）
　

8
名

医
療

廃
棄

物
処

理
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

運
営

委
員

会
委

員
長

(機
器

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

の
准

教
授

)

事
務

局
次

長
（
教

育
）

野
口

基
子

(学
長

が
必

要
と

認
め

た
者

）
 

清
水

貴
子

、
野

田
直

剛
加

藤
（
秀

）
准

教
授

事
務

局
次

長
（
総

務
）

山
口

智
之

 (
浜

松
市

医
師

会
長

)
加

藤
（
秀

）
准

教
授

常
吉

俊
宏

、
岡

本
　

肇
副

技
術

部
長

佐
藤

清
昭

（
学

外
の

学
識

経
験

者
）
　

3
名

近
藤

真
司

、
河

崎
グ

ロ
リ
ア

本
間

徳
子

酒
井

則
良

加
藤

幹
男

林
卓

司

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

総
務

課
学

務
課

研
究

協
力

課
研

究
協

力
課

研
究

協
力

課
研

究
協

力
課

研
究

協
力

課
人

事
課

役
職

指
定

研
究

推
進

企
画

室
と

同
メ

ン
バ

ー

（
学

長
が

必
要

と
認

め
た

学
内

又
は

学
外

者
）

　
若

干
名

2
9
 



平
成

２
７

年
度

　
各

種
委

員
会

委
員

名
簿

平
成

2
7
年

4
月

1
3
日

現
在

委
員

会

委
員

長

任
期

庶
務

備
考そ の 他

 学 長 ・ 理 事

 副 学 長

 学 長 特 別 補 佐

総 合 ・ 基 礎 臨 床 ・ 病 院 看 護

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
等

対
策

委
員

会
広

報
委

員
会

防
災

委
員

会
放

射
線

安
全

委
員

会
大

学
院

博
士

課
程

部
会

大
学

院
修

士
課

程
部

会
入

学
者

選
抜

方
法

研
究

委
員

会
学

生
委

員
会

教
務

委
員

会
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

門
委

員
会

鈴
木

（
修

）
理

事
山

本
学

長
特

別
補

佐
鈴

木
（
修

）
理

事
鈴

木
（
修

）
理

事
北

川
教

授
森

（
恵

）
教

授
小

出
理

事
岩

下
教

授
梅

村
教

授
前

田
理

事

小
出

理
事

　
　

針
山

副
学

長
小

出
理

事
小

出
理

事
小

出
理

事
小

出
理

事
今

野
副

学
長

前
田

理
事

宮
嶋

学
長

特
別

補
佐

今
野

副
学

長
　

田
中

准
教

授
西

尾
准

教
授

古
屋

教
授

古
屋

教
授

笹
倉

教
授

田
中

准
教

授
大

磯
教

授

田
中

准
教

授
笹

倉
教

授
K

u
ra

m
o
to

准
教

授
藤

本
教

授

中
安

教
授

谷
教

授

黒
野

准
教

授

鈴
木

（
優

）
准

教
授

尾
島

教
授

中
村

准
教

授
間

賀
田

教
授

※
北

川
教

授
尾

島
教

授
岩

下
教

授
梅

村
教

授
瀬

藤
教

授

石
井

准
教

授
椙

村
教

授
秋

田
准

教
授

新
村

准
教

授

山
本

教
授

福
田

教
授

佐
藤

（
美

）
准

教
授

林
教

授
吉

野
教

授
 

阪
原

教
授

※
難

波
教

授
椎

谷
教

授
阪

原
教

授
難

波
教

授
堀

田
教

授

川
上

教
授

杉
本

准
教

授
竹

原
准

教
授

大
園

教
授

峯
田

教
授

峯
田

教
授

渡
邉

（
裕

）
教

授

杉
山

准
教

授
山

下
講

師
阪

原
教

授
杉

原
准

教
授

吉
野

教
授

渡
邊

（
泰

）
教

授
鈴

木
（
み

）
教

授
鈴

木
（
美

）
准

教
授

三
浦

（
克

）
教

授
渡

邊
（
泰

）
教

授
巽

教
授

永
田

教
授

渡
邊

（
泰

）
教

授

倉
田

講
師

永
田

教
授

菅
野

准
教

授
佐

藤
（
直

）
教

授

森
（
恵

）
教

授

安
田

教
授

巽
教

授

武
田

教
授

事
務

局
次

長
（
総

務
）

谷
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
長

救
急

部
長

※
宮

田
技

術
専

門
職

員
事

務
局

次
長

（
教

育
）

事
務

局
次

長
（
教

育
）

事
務

局
次

長
（
教

育
）

榎
本

講
師

（
保

健
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

）
事

務
局

次
長

（
教

育
）

事
務

局
次

長
（
総

務
）

事
務

局
次

長
（
教

育
）

事
務

局
次

長
（
教

育
）

事
務

局
長

　
※

鈴
木

技
術

職
員

学
務

課
長

学
務

課
長

入
試

課
長

事
務

局
次

長
（
教

育
）

学
務

課
長

事
務

局
次

長
（
病

院
）

看
護

部
長

総
務

課
長

看
護

部
長

※
竹

田
放

射
線

部
技

師
長

学
務

課
長

事
務

局
次

長
（
教

育
）

学
術

情
報

課
長

事
務

局
次

長
（
総

務
）

実
験

実
習

機
器

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

長
施

設
課

長

防
災

防
火

管
理

者
△

放
射

線
健

康
管

理
医

人
事

課
課

長
補

佐

施
設

課
課

長
補

佐

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

任
期

な
し

：
役

職
指

定
２

年
：
～

2
8
.3

.3
1

　
　

～
2
9
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

１
年

：
～

2
8
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

　
　

～
2
9
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

　
　

～
2
9
.3

.3
1

２
年

：
～

2
8
.3

.3
1

人
事

課
総

務
課

総
務

課
総

務
課

学
務

課
学

務
課

入
試

課
学

務
課

学
務

課
施

設
課

※
放

射
線

主
任

・
副

主
任

毎
年

、
半

数
改

選
毎

年
、

半
数

改
選

毎
年

、
半

数
改

選

△
放

射
線

健
康

管
理

医

3
0
 



国
立
大
学
法
人
浜
松
医
科
大
学
管
理
運
営
組
織
 

平
成

２
７

年
４

月
１

日
現

在

西
山

　
　

仁
津

田
　

　
紘

☆
　

総
合

企
画

会
議

は
企

画
室

間
の

連
絡

・
調

整
を

行
う

会
議

で
意

思
決

定
の

機
関

で
は

な
い

理
事

　
小

出
幸

夫
　

　
　

副
学

長
　

針
山

孝
彦

　
理

事
　

前
田

　
広

副
学

長
　

蓑
島

伸
生

理
事

　
前

田
　

広
　

　
副

学
長

　
今

野
弘

之
　

　
理

事
　

鈴
木

　
修

《
教

育
・
国

際
交

流
》

《
情

報
・
図

書
館

》
【
図

書
館

長
】

《
財

務
》
　

【
事

務
局

長
】

《
研

究
》

《
財

務
》
　

【
事

務
局

長
】

《
病

院
》
　

【
病

院
長

】
《
評

価
・
労

務
・
安

全
管

理
》

教
 育

 企
 画

 室
情

報
・
広

報
企

画
室

総
 務

 企
 画

 室
研

究
推

進
企

画
室

経
 営

 企
 画

 室
病

院
運

営
企

画
室

調
査

・
労

務
企

画
室

企
画

室
構

成
員

　
　

　
　

　
　

〔
　

*
 は

教
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 会 議 

1 月 5 日 第112回総合企画会議 1 月 27 日 第2回情報公開・個人情報委員会* 

   6 日 第12回教務委員会     第11回動物実験委員会* 

     第8回大学院修士課程部会     第10回経営企画室会議 

   7 日 第196回病院運営企画室会議   28 日 第43回経営協議会 

     第11回大学院博士課程部会     第124回役員会 

   8 日 第9回学生委員会     第19回病床管理委員会 

     第140回大学院修士課程教授会     第41回クリニカルパス推進委員会 

   9 日 第113回教育研究評議会   29 日 第119回診療科長・中央診療施設等部長会議 

     ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理審査委員会      第28回診療情報管理委員会 

   10 日 第8回組換えDNA実験安全委員会* 2 月 2 日 第113回総合企画会議 

   13 日 第5回輸血療法委員会     第12回大学院博士課程部会 

     第9回国際交流委員会   3 日 第13回教務委員会 

   14 日 臨時国際交流委員会*     第10回国際交流委員会 

     第5回図書館運営委員会   4 日 第198回病院運営企画室会議 

   15 日 第512回大学院博士課程教授会     第3回助産学専攻科委員会 

   16 日 第738回教授会   5 日 第10回学生委員会 

     第5回薬剤管理委員会   6 日 第114回教育研究評議会 

   19 日 第4回物流管理委員会     第9回入学試験委員会 

     第9回情報・広報企画室会議   10 日 第166回知財活用推進会議 

   20 日 第7回調査労務企画室会議     第513回大学院博士課程教授会 

     第10回医療安全管理委員会   12 日 第739回教授会 

     第10回感染対策委員会   16 日 第13回大学院博士課程部会* 

   21 日 第108回総務企画室会議   17 日 第11回医療安全管理委員会 

     第119回研究推進企画室会議     第11回感染対策委員会 

     第127回研究推進委員会     第9回大学院修士課程部会 

     第10回安全衛生委員会     図書館運営委員会* 

     第197回病院運営企画室会議   18 日 第120回研究推進企画室会議 

     第111回教育企画室会議     第128回研究推進委員会 

   22 日 医の倫理委員会     第11回安全衛生委員会 

   26 日 第58回外来診療部会議      第199回病院運営企画室会議 

    27 日 第165回知財活用推進会議         第514回大学院博士課程教授会* 
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* 持ち回りにて開催したもの 

2 月 18 日 第112回教育企画室会議 3 月 11 日 第6回図書館運営委員会 

   19 日 第109回総務企画室会議   13 日 第115回教育研究評議会 

     第82回臨床研修管理委員会     ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理審査委員会 

     第141回大学院修士課程教授会     第6回薬剤管理委員会 

     第10回情報・広報企画室会議   16 日 第11回情報・広報企画室会議 

   23 日 第8回調査労務企画室会議   17 日 第110回総務企画室会議 

     第59回外来診療部会議     第4回施設マネジメント専門委員会 

   24 日 第125回役員会      第１回医療廃棄物処理センター運営委員会 

     第167回知財活用推進会議     第12回医療安全管理委員会 

     第11回経営企画室会議     第12回感染対策委員会 

   25 日 第12回動物実験委員会*     第15回教務委員会 

     第200回病院運営企画室会議*   18 日 第121回研究推進企画室会議 

   26 日 第120回診療科長・中央診療施設等部長会議     第129回研究推進委員会 

3 月 2 日 第114回総合企画会議     第12回安全衛生委員会 

     第3回保険診療委員会     第201回病院運営企画室会議 

   3 日 第14回教務委員会     第113回教育企画室会議 

     第10回大学院修士課程部会   19 日 第10回組換えDNA実験安全委員会 

   4 日 第14回大学院博士課程部会     ﾒﾃﾞｨｶﾙﾌｫﾄﾆｸｽ研究ｾﾝﾀｰ運営委員会 

   5 日 第11回学生委員会   20 日 第741回教授会 

   6 日 第740回教授会     第11回入学試験委員会 

   7 日 第9回組換えDNA実験安全委員会*   23 日 第60回外来診療部会議 

   9 日 第15回大学院博士課程部会*   24 日 第169回知財活用推進会議 

     第10回入学試験委員会     第12回経営企画室会議 

   10 日 第168回知財活用推進会議   25 日 第44回経営協議会 

     第4回省エネルギー推進専門部会     第126回役員会 

     光学医療診療部連絡協議会     第13回動物実験委員会* 

     第6回輸血療法委員会     第20回病床管理委員会 

     第142回大学院修士課程教授会   26 日 医の倫理委員会 

     第515回大学院博士課程教授会     第121回診療科長・中央診療施設等部長会議 

     臨時国際交流委員会*    30 日 第16回教務委員会* 

    11 日 第2回実験実習機器センター運営委員会           
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全面改修を実施し、利便性と執務環境の向上した管理棟 

（平成27年4月撮影） 
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